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【Ⅰ】 アラビア語研究と لؤ دلأ  ّ      （アッドゥアリ） 
 アラビア語は西暦７世紀の初めになってやっと本格的に研究され始めた言語の一つだと
いっても過言ではない。アラブ人がいつ頃から自分たちの言語を研究することに興味を持
ち始めたのか断定するのは困難である。歴史的には、伝統的なアラビア語文法学者たちは
この言語の音の体系にまず関心をいだいた。彼らが持っていた信念は、「正しい」言語とい
うものは神からの啓示であるというものであったが、これは、言語というものは人間が恣
意的に決めた習慣の産物であるというアリストテレス学派の学者たちの信念とは異なった
ものであった。彼らアラビア語文法学者たちは、聖なる書 نآرقلأ『クルアーン』を人類
に対する神の啓示の徴（アーヤ）であると考えていた。彼らの主な関心は、『クルアーン』
の言語であるアラビア語を健全なままにまもり、それが俗化したり失われたりしないよう
にすることであった。事実、このような宗教的な興味がアラビア語の文法研究を発展させ
た主な原因だったのである。 
西暦７世紀の初めにイスラーム社会を形成しているのはアラブ人だけという状態ではな
くなっていた。インド人もいればペルシア人もエジプト人もいた。それらの外国人の影響
であろうか、アラビア語の読み方・書き方・話し方に堕落の影が忍び寄り始めた。さまざ
まな地域の方言からの影響もアラビア語が損なわれていく原因となった。 نھل（ラハン）
という言葉があるが、これはアラビア語を話す人が使う正しくない言い回しや間違いのこ
とを表す。ラハンは識字能力の低い人のみならず、読み書きができる人にとっても日常的
な問題となっていった。ラハンを犯してはならないということから、文法学者たちはアラ
【Ⅱ】　バスラ学派
【Ⅲ】　クーファ学派
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た主な原因だったのである。 
西暦７世紀の初めにイスラーム社会を形成しているのはアラブ人だけという状態ではな
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　アラビア語は西暦 7世紀の初めになってやっと本格的
めた言語の一つだといっても過言ではない。アラブ人がいつ頃から自
分たちの言語を研究することに興味を持ち始めたのか断定するのは困
難である。歴史的 は、伝統的なアラビア語文法学者たちはこの言語
の音の体系にまず関心をいだ た。彼らが持 ていた信念 、「正しい」
言語というものは神からの啓示であるというものであったが、これは、
言語というものは人間が恣意的に決めた習慣の産物であるというアリ
ストテレス学派の学者たちの信念とは異なったものであった。彼らア
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『
類に対する神の啓示の徴（アーヤ）であると考えていた。彼らの主な
関心は、『クルアーン』の言語であるアラビア語を健全なままにまもり、
それが俗化したり失われたりしないようにすることであった。事実、
このような宗教的な興味がアラビア語の文法研究を発展させた主な原
因だったのである。
　西暦 7世紀の初めにイスラーム社会を形成しているのはアラブ人だ
けという状態ではなくなっていた。インド人もいればペルシア人もエ
ジプト人もいた。それらの外国人の影響であろうか、アラビア語の読
み方・書き方・話し方に堕落の影が忍び寄り始め さまざまな地域
の方言からの影響もアラビア語が損なわれていく原因となった。 
（ラハン）という言葉があるが、これはアラビア語を話す人が
使う正しくない言い回しや間違いのことを表す。ラハンは識字能力の
低い人のみならず、読み書きができる人にとっても日常的な問題と
なっていった。ラハンを犯してはならないということから、文法学者
たちはアラビア語をまもろうと努力するようになった。彼らがこのこ
とに成功したのは疑問の余地がない。西暦 7世紀の終わりごろまでに、
文法学者たちはこの目的を達成すべく互いに競いあい、そして、言語
を科学的に研究する方法が開発されたわけである。
　その競いあいの結果は、二つの、それぞれが独自の特徴を有してい
る、アラビア語文法史において有名な文法学派が確立したことにはっ
きりと見られる。一つはバスラ学派、もう一つはクーファ学派として
知られるようになった。双方ともイラクの都市の名前をとったもので、
これらの都市において言語に対する興味が見える形になっていったの
である。ラハンに対する戦いが重要だと最初に気づいた学者は、
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ビア語をまもろうと努力するようになった。彼らがこのことに成功したのは疑問の余地が
ない。西暦７世紀の終わりごろまでに、文法学者たちはこの目的を達成すべく互いに競い
あい、そして、言語を科学的に研究する方法が開発されたわけである。 
その競いあいの結果は、二つの、それぞれが独自の特徴を有している、アラビア語文法
史において有名な文法学派が確立したことにはっきりと見られる。一つはバスラ学派、も
う一つはクーファ学派として知られるようになった。双方ともイラクの都市の名前をとっ
たもので、これらの都市において言語に対する興味が見える形になっていったのである。
ラハンに対する戦いが重要だと最初に気づいた学者は、 وبأ   لؤ دلأ دوسلأا  ّ        （アブー・ア
ル＝アスワド・アッドゥアリ）であろう。アッドゥアリに関しては多くの逸話が伝えられ
ている。そのうちの一つ、よく学者が引き合いに出すのは、彼の娘に関するエピソードで
ある。 
 
ある日のこと、アッドゥアリが家に入って娘に会ったときのこと、娘は次のように言っ
て父親に話しかけたのである。    سلأ لمجأ ام ,يبأ ايّ               ءام. Ya: ’abi:, ma: ’ajmal-u ’al 
sama:’i「ヤー、アビー。マー アジュマル アル＝サマーイ」つまり「お父さま、空で一
番美しいものはなに？」。 
これに対して、「星だ」とアッドゥアリは答えた。けれども娘は言った。「ううん、お父
さま。私は空にあるもっとも美しいものについて言ったのではありません。どんなに空が
美しいかについて言いたかったの。」 
アッドゥアリは「それなら、お前、   سلأ لمجأ امّ         ءام. ma: ’ajmal-a ’al sama:’a「マー ア
ジュマラ アル＝サマーア」って言わなきゃ。」 
 
このような具合に娘がラハンを犯したことを契機に、アッドゥアリは、第４代ハリーフ
ァ（カリフ）  يبأ نبا يلعبلاط （アリー・イブン・アブー・ターリブ）から申しつか
ったアラビア語文法を規則づける仕事を始めた。 
 アッドゥアリは、伝統的なアラビア語文法学者や言語学者たちにおけるアラビア語文法
の創始者、父として認められている。彼のとった研究方法はいわば帰納的な方法で、観察
を積み重ねることによって最終的に一般的な特徴を明らかにしようとするものであった。
アッドゥアリが自分自身で示唆していることだが、彼がたてた規則というのは類推を積み
重ねた結果であった。けれども、アッドゥアリと同時代の学者でその時点で彼を認めたも
のはほとんどいなかった。そのため、アラビア語文法の研究が始まったのはアッドゥアリ
  （アブー・アル＝アスワド・アッドゥアリ）
であろう。アッドゥアリに関しては多くの逸話が伝えられている。そ
のうちの一つ、よく学者が引き合いに出すのは、彼の娘に関するエピ
ソードである。
　ある日のこと、アッドゥアリが家に入って娘に会ったときのこと、
娘 は 次 の よ う に 言 っ て 父 親 に 話 し か け た の で あ る。
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番美しいものはなに？」  
これに対して、「星だ」とアッドゥアリは答えた。けれども娘は言った。「ううん、お父
さま。私は空にあるもっとも美しいものについて言ったのではありません。どんなに空が
美しいかについて言いたかったの。」 
アッドゥアリは「それなら、お前、   سلأ لمجأ امّ         ءام. ma: ’ajmal-a ’al sama:’a「マー ア
ジュマラ アル＝サマーア」って言わなきゃ。」 
 
このような具合に娘がラハンを犯したことを契機に、アッドゥアリは、第４代ハリーフ
ァ（カリフ）  يبأ نبا يلعبلاط （アリー・イブン・アブー・ターリブ）から申しつか
ったアラビア語文法を規則づける仕事を始めた。 
 アッドゥアリは、伝統的なアラビア語文法学者や言語学者たちにおけるアラビア語文法
の創始者、父として認められている。彼のとった研究方法はいわば帰納的な方法で、観察
を積み重ね によって最終的に一般的な特徴を明らかにしようとするものであった。
アッドゥアリが自分自身で示唆していることだが、彼がたてた規則というのは類推を積み
重ね 結果であった。けれども、アッドゥアリと同時代の学者でその時点で彼を認めたも
のはほとんどいなかった。そのため、アラビア語文法の研究が始まったのはアッドゥアリ
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ビア語をまもろうと努力するようになった。彼らがこのことに成功したのは疑問の余地が
ない。西暦７世紀の終わりごろまでに、文法学者たちはこの目的を達成すべく互いに競い
あい、そして、言語を科学的に研究する方法が開発されたわけである。 
その競いあいの結果は、二つの、それぞれが独自の特徴を有している、アラビア語文法
史において有名な文法学派が確立したことにはっきりと見られる。一つはバスラ学派、も
う一つはクーファ学派として知られるようになった。双方ともイラクの都市の名前をとっ
たもので、これらの都市において言語に対する興味が見える形になっていったのである。
ラハンに対する戦いが重要だと最初に気づいた学者は、 وبأ   لؤ دلأ دوسلأا  ّ        （アブー・ア
ル＝アスワド・アッドゥアリ）であろう。アッドゥアリに関しては多くの逸話が伝えられ
ている。そのうちの一つ、よく学者が引き合いに出すのは、彼の娘に関するエピソードで
ある。 
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研究方法はいわば帰納的な方法で、観察を積み重ねることによって最
終的に一般的な特徴を明らかにしようとするものであった。アッドゥ
アリが自分自身で示唆していることだが、彼がたてた規則というのは
類推を積み重ねた結果であった。けれども、アッドゥアリと同時代の
学者でその時点で彼を認めたものはほとんどいなかった。そのため、
アラビア語文法の研究が始まったのはアッドゥアリの少なくとも 1世
紀後ということになった（Ami:n 1956）。彼らは
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の少なくとも１世紀後ということになった（Ami:n 1956）。彼 حسإ نبا  ﷲ دبع       ّ    قا 
يمردحلا「アブダッラ・イブン・イスハーク・アル＝ハドラミー」をアラビア語文法の創
始者として認めている（Ami:n 1956, Dayf 1968, Brockelmann 1960, Flisch 1966 等参照）。
Ami:n（アミーン）はさらに、アラビア語文法の研究が始まったのは يسهيوب （スィーバワ
イヒ）がباتكلأ『アル＝キターブ（書）』という有名な文法書を著わしたときだと主張して
いる。アッドゥアリや彼の弟子たちの研究を支えていた動機は、 ةمدخ انآرقل Khidmat 
Al-Qur’a:n「『クルアーン』のために」という合言葉であった。アッドゥアリ一と彼の弟子
たちはアラビア語文法の先駆者であったし、現在でもそうみなされている。彼らの業績は
アラビア語の「擁護」にこそ最大の影響を及ぼしたからである。 
 
【Ⅱ】 バスラ学派 
 イラクのバスラ学派がアラビア語の文法研究の誕生に関わった。バスラ学派の学者たち
は言語学的思想を打ち立てた最初の指導者とみなされている。バスラ学派の学者たちは伝
統的に以下の七つの世代に分類されている。 
 
  لؤ دلأ دوسلأا وبأ  ّ           （アブー・アル＝アスワド・アッドゥアリ） 
(1)      ا دبع ,يناودعلا ايھيصن ,رھملا هسبنع ,زمرح نبإ نامحرل ر
  للاّ   ثي  
Yahya: Al-”Adwa:ni, ”Abdurahma:n Ibn Hirmiz, ”Anbasah Al-Mihri, Nasr Al-Leithi
（ヤフヤー・アル＝アドワーニ、アブドルラフマーン・イブン・ヒルミズ、アンバサハ・
アル＝ミフリ、ナスル・アル＝レイシ） 
(2)    حسإ يبأ نبإ ,رمع وبأقا                                                
Abu: ”Umr, Ibn Abi: Isha:q（アブー・ウムル、イブン・アブー・イスハーク） 
(3) شفخلأا ,ليلخلا ,سنوي                                                        
Yu:nis, Al-Khali:l, Al-Akhfash（ユーニス、アル＝ハリール、アル＝アフファシュ） 
 
3 
 
の少なくとも１世紀後ということになった（Ami:n 1956）。彼らは حسإ نبا  ﷲ دبع       ّ    قا 
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(3) شفخلأا ,ليلخلا ,سنوي                    
Yu:nis, Al-Khali:l, Al-Akhfash（ユーニス、アル＝ハリール、アル＝アフファシュ） 
 Khid at Al-Qur’a:n「『クルアーン』のた
めに」という合言葉であった。アッドゥアリ一と彼の弟子たちはアラ
ビア語文法の先駆者であったし、現在でもそうみなされている。彼ら
の業績はアラビア語の「擁護」にこそ最大の影響を及ぼしたからであ
る。
【Ⅱ】　バスラ学派
　イラクのバスラ学派がアラビア語の文法研究の誕生に関わった。バ
スラ学派の学者たちは言語学的思想を打ち立てた最初の指導者とみな
されている。バスラ学派の学者たちは伝統的に以下の七つの世代に分
類されている。
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の少なくとも１世紀後ということになった（Ami:n 1956）。彼らは حسإ نبا  ﷲ دبع       ّ    قا 
يمردحلا「アブダッラ・イブン・イスハーク・アル＝ハドラミー」をアラビア語文法の創
始者として認めている（Ami:n 1956, Dayf 1968, Brockelmann 1960, Flisch 1966 等参照）。
Ami:n（アミーン）はさらに、アラビア語文法の研究が始まったのは يسهيوب （スィーバワ
イヒ）がباتكلأ『アル＝キターブ（書）』という有名な文法書を著わしたときだと主張して
いる。アッドゥアリや彼の弟子たちの研究を支えていた動機は、 ةمدخ انآرقل Khidmat 
Al-Qur’a:n「『クルアーン』のために」という合言葉であった。アッドゥアリ一と彼の弟子
たちはアラビア語文法の先駆者であったし、現在でもそうみなされている。彼らの業績は
アラビア語の「擁護」にこそ最大の影響を及ぼしたからである。 
 
【Ⅱ】 バスラ学派 
 イラクのバスラ学派がアラビア語の文法研究の誕生に関わった。バスラ学派の学者たち
は言語学的思想を打ち立てた最初の指導者とみなされている。バスラ学派の学者たちは伝
統的に以下の七つの世代に分類されている。 
 
  لؤ دلأ دوسلأا وبأ  ّ           （アブー・アル＝アスワド・アッドゥアリ） 
(1)      ا دبع ,يناودعلا ايھيصن ,رھملا هسبنع ,زمرح نبإ نامحرل ر
  للاّ   ثي  
Yahya: Al-”Adwa:ni, ”Abdurahma:n Ibn Hirmiz, ”Anbasah Al-Mihri, Nasr Al-Leithi
（ヤフヤー・アル＝アドワーニ、アブドルラフマーン・イブン・ヒルミズ、アンバサハ・
アル＝ミフリ、ナスル・アル＝レイシ） 
(2)    حسإ يبأ نبإ ,رمع وبأقا                                                
Abu: ”Umr, Ibn Abi: Isha:q（アブー・ウムル、イブン・アブー・イスハーク） 
(3) شفخلأا ,ليلخلا ,سنوي                                                        
Yu:nis, Al-Khali:l, Al-Akhfash（ユーニス、アル＝ハリール、アル＝アフファシュ） 
 スワド・アッドゥアリ）
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の少なくとも１世紀後ということになった（Ami:n 1956）。彼らは حسإ نبا  ﷲ دبع       ّ    قا 
يمردحلا「アブダッラ・イブン・イスハーク・アル＝ハドラミー」をアラビア語文法の創
始者として認めている（Ami:n 1956, Dayf 1968, Brockelmann 1960, Flisch 1966 等参照）。
Ami:n（アミーン）はさらに、アラビア語文法の研究が始まったのは يسهيوب （スィーバワ
イヒ）がباتكلأ『アル＝キターブ（書）』という有名な文法書を著わしたときだと主張して
いる。アッドゥアリや彼の弟子たちの研究を支えていた動機は、 ةمدخ انآرقل Khidmat 
Al-Qur’a:n「『クルアーン』のために」という合言葉であった。アッドゥアリ一と彼の弟子
たちはアラビア語文法の先駆者であったし、現在でもそうみなされている。彼らの業績は
アラビア語の「擁護」にこそ最大の影響を及ぼしたからである。 
 
【Ⅱ】 バスラ学派 
 イラクのバスラ学派がアラビア語の文法研究の誕生に関わった。バスラ学派の学者たち
は言語学的思想を打ち立てた最初の指導者とみなされている。バスラ学派の学者たちは伝
統的に以下の七つの世代に分類されている。 
 
  لؤ دلأ دوسلأا وبأ  ّ           （アブー・アル＝アスワド・アッドゥアリ） 
(1)      ا دبع ,يناودعلا ايھيصن ,رھملا هسبنع ,زمرح نبإ نامحرل ر
  للاّ   ثي  
Yahya: Al-”Adwa:ni, ”Abdurahma:n Ibn Hirmiz, ”Anbasah Al-Mihri, Nasr Al-Leithi
（ヤフヤー・アル＝アドワーニ、アブドルラフマーン・イブン・ヒルミズ、アンバサハ・
アル＝ミフリ、ナスル・アル＝レイシ） 
(2)    حسإ يبأ نبإ ,رمع وبأقا                                                
Abu: ”Umr, Ibn Abi: Isha:q（アブー・ウムル、イブン・アブー・イスハーク） 
(3) شفخلأا ,ليلخلا ,سنوي                                                        
Yu:nis, Al-Khali:l, Al-Akhfash（ユーニス、アル＝ハリール、アル＝アフファシュ） 
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の少なくとも１世紀後ということになった（Ami:n 1956）。彼らは حسإ نبا  ﷲ دبع       ّ   قا 
يمردحلا「アブダッラ・イブン・イスハーク・アル＝ハドラミー」をアラビア語文法の創
始者として認めている（Ami:n 1956, Dayf 1968, Brockelman  1960, Flisch 196 等参照）。
Ami:n（アミーン）はさらに、アラビア語文法の研究が始まったのは يسهيوب （スィーバワ
イヒ）がباتكلأ『アル＝キターブ（書）』という有名な文法書を著わしたときだと主張して
いる。アッドゥアリや彼の弟子たちの研究を支えていた動機は、 ةمدخ انآرقل Khidmat 
Al-Qur’a:n「『クルアーン』のために」という合言葉であった。アッドゥアリ一と彼の弟子
たちはアラビア語文法の先駆者であったし、現在でもそうみなされている。彼らの業績は
アラビア語の「擁護」にこそ最大の影響を及ぼしたからである。 
 
【Ⅱ】 バスラ学派 
 イラクのバスラ学派がアラビア語の文法研究の誕生に関わった。バスラ学派の学者たち
は言語学的思想を打ち立てた最初の指導者とみなされている。バスラ学派の学者たちは伝
統的に以下の七つの世代に分類されている。 
 
  لؤ دلأ دوسلأا وبأ  ّ       （アブー・アル＝アスワド・アッドゥアリ） 
(1)      ا دبع ,يناودعلا ايھيصن ,رھملا هسبنع ,زمرح نبإ نامحرل ر
  للاّ  ثي
Yahya: Al-”Adwa:ni, ”Abdurahma:n Ibn Hirmiz, ”Anbasah Al-Mihri, Nasr Al-Leithi
（ヤフヤー・アル＝アドワーニ、アブドルラフマーン・イブン・ヒルミズ、アンバサハ・
アル＝ミフリ、ナスル・アル＝レイシ） 
(2)   حسإ يبأ نبإ ,رمع وبأقا                                                
Abu: ”Umr, Ibn Abi: Isha:q（アブー・ウムル、イブン・アブー・イスハーク） 
(3) شفخلأا ,ليلخلا ,سنوي                                                        
Yu:nis, Al-Khali:l, Al-Akhfash（ユーニス、アル＝ハリール、アル＝アフファシュ） 
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の少なくとも１世紀後ということになった（Ami:n 1956）。彼らは حسإ نبا  ﷲ دبع       ّ    قا 
يمردحلا「アブダッラ・イブン・イスハーク・アル＝ハドラミー」をアラビア語文法の創
始者として認めている（Ami:n 1956, Dayf 1968, Brockelmann 1960, Flisch 1966 等参照）。
Ami:n（アミーン）はさらに、アラビア語文法の研究が始まったのは يسهيوب （スィーバワ
イヒ）がباتكلأ『アル＝キターブ（書）』という有名な文法書を著わしたときだと主張して
いる。アッドゥアリや彼の弟子たちの研究を支えていた動機は、 ةمدخ انآرقل Khidmat 
Al-Qur’a:n「『クルアーン』のために」という合言葉であった。アッドゥアリ一と彼の弟子
たちはアラビア語文法の先駆者であったし、現在でもそうみなされている。彼らの業績は
アラビア語の「擁護」にこそ最大の影響を及ぼしたからである。 
 
【Ⅱ】 バスラ学派 
 イラクのバスラ学派がアラビア語の文法研究の誕生に関わった。バスラ学派の学者たち
は言語学的思想を打ち立てた最初の指導者とみなされている。バスラ学派の学者たちは伝
統的に以下の七つの世代に分類されている。 
 
  لؤ دلأ دوسلأا وبأ  ّ           （アブー・アル＝アスワド・アッドゥアリ） 
(1)      ا دبع ,يناودعلا ايھيصن ,رھملا هسبنع ,زمرح نبإ نامحرل ر
  للاّ   ثي  
Yahya: Al-”Adwa:ni, ”Abdurahma:n Ibn Hirmiz, ”Anbasah Al-Mihri, Nasr Al-Leithi
（ヤフヤー・アル＝アドワーニ、アブドルラフマーン・イブン・ヒルミズ、アンバサハ・
アル＝ミフリ、ナスル ア ＝レイシ） 
(2)    حسإ يبأ نبإ ,رمع وبأقا                                                
Abu: ”Umr, Ibn Abi: Isha:q（アブー・ウムル、イブン・アブー・イスハーク） 
(3) شفخلأا ,ليلخلا ,سنوي                                                        
Yu:nis, Al-Khali:l, Al-Akhfash（ユーニス、アル＝ハリール、アル＝アフファシュ） 
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の少なくとも１世紀後ということになった（Ami:n 1956）。彼らは حسإ نبا  ﷲ دبع       ّ    قا 
يمردحلا「アブダッラ・イブン・イスハーク・アル＝ハドラミー」をアラビア語文法の創
始者として認めている（Ami:n 1956, Dayf 1968, Brockelmann 1960, Flisch 1966 等参照）。
Ami:n（アミーン）はさらに、アラビア語文法の研究が始まったのは يسهيوب （スィーバワ
イヒ）がباتكلأ『アル＝キターブ（書）』という有名な文法書を著わしたときだと主張して
いる。アッドゥアリや たちの研究を支えていた動機は、 ةمدخ انآرقل Khidmat 
Al-Qur’a:n「『クルアーン』のために」という合言葉であった。アッドゥアリ一と彼の弟子
たちはアラビア語文法の先駆者であったし、現在でもそうみなされている。彼らの業績は
アラビア語の「擁護」にこそ最大の影響を及ぼしたからである。 
 
【Ⅱ】 バスラ学派 
 イラクのバスラ学派がアラビア語の文法研究の誕生に関わった。バスラ学派の学者たち
は言語学的思想を打ち立てた最初の指導者とみなされている。バスラ学派の学者たちは伝
統的に以下の七つの世代に分類されている。 
 
  لؤ دلأ دوسلأا وبأ  ّ           （アブー・アル＝アスワド・アッドゥアリ） 
(1)     ا دبع ,يناودعلا ايھيصن ,رھملا هسبنع ,زمرح نبإ نامحرل ر
  للاّ   ثي  
Yahya: Al-”Adwa:ni, ”Abdurahma:n Ibn Hirmiz, ”Anbasah Al-Mihri, Nasr Al-Leithi
（ヤフヤー・アル＝アドワーニ、アブドルラフマーン・イブン・ヒルミズ、アンバサハ・
アル＝ミフリ、ナスル・アル＝レイシ） 
(2)    حسإ يبأ نبإ ,رمع وبأقا                                                
Abu: ”Umr, Ibn Abi: Isha:q（アブー・ウムル、イブン・アブー・イスハーク） 
(3) شفخلأا ,ليلخلا ,سنوي                                                        
Yu:nis, Al-Khali:l, Al-Akhfash（ユーニス、アル＝ハリール、アル＝アフファシュ） 
　　 Yahya: Al-”Adwa:ni, ”Abdurahma:n Ibn Hirmiz, ”Anbasah Al-Mihri, Nasr 
Al-Leithi（ヤフヤー・アル＝アドワーニ、アブドルラフマーン・
イブン・ヒルミズ、アンバサハ・アル＝ミフリ、ナスル・アル＝
レイシ）
⑵  
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の少なくとも１世紀後ということになった（Ami:n 1956）。彼らは حسإ نبا  ﷲ دبع       ّ    قا 
يمردحلا「アブダッラ・イブン・イスハーク・アル＝ハドラミー」をアラビア語文法の創
始者として認めている（Ami:n 1956, Dayf 1968, Brockelmann 1960, Flisch 1966 等参照）。
Ami:n（アミーン）はさらに、アラビア語文法の研究が始まったのは يسهيوب （スィーバワ
イヒ）がباتكلأ『アル＝キターブ（書）』という有名な文法書を著わしたときだと主張して
いる。アッドゥアリや彼の弟子たちの研究を支えていた動機は、 ةمدخ انآرقل Khidmat 
Al-Qur’a:n「『クルアーン』のために」という合言葉であった。アッドゥアリ一と彼の弟子
たちはアラビア語文法の先駆者であったし、現在でもそうみなされている。彼らの業績は
アラビア語の「擁護」にこそ最大の影響を及ぼしたからである。 
 
【Ⅱ】 バスラ学派 
 イラクのバスラ学派がアラビア語の文法研究の誕生に関わった。バスラ学派の学者たち
は言語学的思想を打ち立てた最初の指導者とみなされている。バスラ学派の学者たちは伝
統的に以下の七つの世代に分類されている。 
 
  لؤ دلأ دوسلأا وبأ  ّ           （アブー・アル＝アスワド・アッドゥアリ） 
(1)      ا دبع ,يناودعلا ايھيصن ,رھملا هسبنع ,زمرح نبإ نامحرل ر
  للاّ   ثي  
Yahya: Al-”Adwa:ni, ”Abdurahma:n Ibn Hirmiz, ”Anbasah Al-Mihri, Nasr Al-Leithi
（ヤフヤー・アル＝アドワーニ、アブドルラフマーン・イブン・ヒルミズ、アンバサハ・
アル＝ミフリ、ナスル・アル＝レイシ） 
(2)    حسإ يبأ نبإ ,رمع وبأقا                                                
Abu: ”Umr, Ibn Abi: Isha:q（アブー・ウムル、イブン・アブー・イスハーク） 
(3) شفخلأا ,ليلخلا ,سنوي                                                        
Yu:nis, Al-Khali:l, Al-Akhfash（ユーニス、アル＝ハリール、アル＝アフファシュ） 
 
　　 Abu: ”Umr, Ibn Abi: Isha:q（アブー・ウムル、イブン・アブー・イ
スハーク）
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の少なくとも１世紀後ということになった（Ami:n 1956）。彼らは حسإ نبا  ﷲ دبع       ّ    قا 
يمردحلا「アブダッラ・イブン・イスハーク・アル＝ハドラミー」をアラビア語文法の創
始者として認めている（Ami:n 1956, Dayf 1968, Brockelmann 1960, Flisch 1966 等参照）。
Ami:n（アミーン）はさらに、アラビア語文法の研究が始まったのは يسهيوب （スィーバワ
イヒ）がباتكلأ『アル＝キターブ（書）』という有名な文法書を著わしたときだと主張して
いる。アッドゥアリや彼の弟子たちの研究を支えていた動機は、 ةمدخ انآرقل Khidmat 
Al-Qur’a:n「『クルアーン』のために」という合言葉であった。アッドゥアリ一と彼の弟子
たちは ラビア語文法の先駆者であったし、現在でもそうみなされている。彼らの業績は
アラビア語の「擁護」にこそ最大の影響を及ぼしたからである。 
 
【Ⅱ】 バスラ学派 
 イラクのバスラ学派がアラビア語の文法研究の誕生に関わった。バスラ学派の学者たち
は言語学的思想を打ち立てた最初の指導者とみなされている。バスラ学派の学者たちは伝
統的に以下の七つの世代に分類されている。 
 
  لؤ دلأ دوسلأا وبأ  ّ           （アブー・アル＝アスワド・アッドゥアリ） 
(1)      ا دبع ,يناودعلا ايھيصن ,رھملا هسبنع ,زمرح نبإ نامحرل ر
  للاّ   ثي  
Yahya: Al-”Adwa:ni, ”Abdurahma:n Ibn Hirmiz, ”Anbasah Al-Mihri, Nasr Al-Leithi
（ヤフヤー・アル＝アドワーニ、アブドルラフマーン・イブン・ヒルミズ、アンバサハ・
アル＝ミフリ、ナスル・アル＝レイシ） 
(2)    حسإ يبأ نبإ ,رمع وبأقا                                                
Abu: ”Umr, Ibn Abi: Isha:q（アブー・ウムル、イブン・アブー・イスハーク） 
(3) شفخلأا ,ليلخلا ,سنوي                                                        
Yu:nis, Al-Khali:l, Al-Akhfash（ユーニス、アル＝ハリール、アル＝アフファシュ） 
 
　　 Yu:nis, Al-Khali:l, Al-Akhfash（ユーニス ハリール、アル＝
アフファシュ）
⑷ 
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(4) هيوبيس ,يديزيلا ,ديز وبأ                                                    
Abu: Zayd, Al-Yazi:di, Si:bawayh（アブー・ザイド、アル＝ヤズィーディ、スィーバワ
イヒ） 
(5)  ا ,برتقشفخلأ                                                                
Qutrub, Al-Akhfash（クトゥルブ、アル＝アフファシュ） 
(6)                            مرجلا ,نزاملا ,شايرلا  
Al-Riya:shi, Al-Ma:zini, Al-Jurmi（アル＝リヤーシ、アル＝マーズィニ、アル＝ジュル
ミ） 
(7)                                                                                                                       د  ربملا  ّ      
Al-Mubarrad（アル＝ムバッラド） 
 
バスラ学派の学者たちは、彼らのとった類推の方法によって知られており、 يسايقلاين  
Al-Qiya:siyyin「キヤースの人々（類推学者たち）」というあだ名が広がっているほどであ
る。سايقلاAl-Qiya:s（類推）は、バスラとクーファのライバル学派を識別する主要な境界
線となった（Ami:n 1956）。バスラ学派の学者たちはもっとも一般的な類推のパターンにも
とづく派生形のみを認め、日常のことばや詩によく見られるような「不規則」な派生形を
用いることを批判した。バスラ学派の学者たちの主要な資料は نآرقلا  『クルアーン』で
あった。彼らは都市住民のことばに重きをおかず、砂漠の民であるベドウィンのことばを
「正しい」アラビア語の宝庫と考えた。バスラ学派の学者たちは注意深く材料とする言語
資料の選択に当たり、クーファ学派の学者たちが用いる資料を「堕落した」資料だとして
非難した。最終的にバスラ学派は独自の文法を書き上げ、それを万民の文法としてしまっ
た。バスラ学派の影響は、その時代の文法学者たちに「文法は類推である」との信念を支
配的に行きわたらせたという点に見ることができる。バスラ学派から新しい別の流れをつ
くり出したのは、西暦８世紀の終わりころの دمحأ نبإ ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad（ア
ル＝ハリール・イブン・アフマド）であった。彼は韻律に見られるアラビア語の体系を明
らかにし、アラビア語言語学の歴史における文献学の最初の学派の基礎を確立した。また
彼はنيعلا باتكKita:b Al-”ayn『アインの書』と呼ばれる、アラビア語の最初の辞書の編
 
　　 Abu: Zayd, Al-Yazi:di, Si:bawayh（アブー・ザイド、アル＝ヤズィー
ディ、スィーバワイヒ）
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(4)  هيوبيس ,يديزيلا ,ديز وبأ                                                    
Abu: Zayd, Al-Yazi:di, Si:bawayh（アブー・ザイド、アル＝ヤズィーディ、スィーバワ
イヒ） 
(5)  ا ,برتقفخلأ                                                               
Qutrub, Al-Akhfash（クトゥルブ、アル＝アフファシュ） 
(6)                            مرجلا ,نزاملا , ايرلا  
Al-Riya:shi, Al-Ma:zini, Al-Jurmi（アル＝リヤーシ、アル＝マーズィニ、アル＝ジュル
ミ） 
(7)                                                                                                                       د  ربملا  ّ      
Al-Mubarrad（アル＝ムバッラド） 
 
バスラ学派の学者たちは、彼らのとった類推の方法によって知られており、 يسايقلاين  
Al-Qiya:siyyin「キヤースの人々（類推学者たち）」というあだ名が広がっているほどであ
る。 ايقلاAl-Qiya:s（類推）は、バスラとクーファのライバル学派を識別する主要な境界
線となった（Ami:n 1956）。バスラ学派の学者たちはもっとも一般的な類推のパターンにも
とづく派生形のみを認め、日常のことばや詩によく見られるような「不規則」な派生形を
用いることを批判した。バスラ学派の学者たちの主要な資料は نآرقلا  『クルアーン』で
あった。彼らは都市住民のことばに重きをおかず、砂漠の民であるベドウィンのことばを
「正しい」アラビア語の宝庫と考えた。バスラ学派の学者たちは注意深く材料とする言語
資料の選択に当たり、クーファ学派の学者たちが用いる資料を「堕落した」資料だとして
非難した。最終的にバスラ学派は独自の文法を書き上げ、それを万民の文法としてしまっ
た。バスラ学派の影響は、その時代の文法学者たちに「文法は類推である」との信念を支
配的に行きわたらせたという点に見ることができる。バスラ学派から新しい別の流れをつ
くり出したのは、西暦８世紀の終わりころの دمحأ نبإ ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad（ア
ル＝ハリール・イブン・アフマド）であった。彼は韻律に見られるアラビア語の体系を明
らかにし、アラビア語言語学の歴史における文献学の最初の学派の基礎を確立した。また
彼はنيعلا باتكKita:b Al-”ayn『アインの書』と呼ばれる、アラビア語の最初の辞書の編
 
　　Qutrub, Al-Akhfash（クトゥルブ、アル＝アフファシュ）
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(4)  هيوبيس , ديزيلا ,ديز وبأ                                                    
Abu: Zayd, Al-Yazi:di, Si:bawayh（アブー・ザイド、アル＝ヤズィーディ、スィーバワ
イヒ） 
(5)  ا , رتقشفخلأ                                                                
Qutrub, Al-Akhfash（クトゥルブ、アル＝アフファシュ） 
(6)                            مرجلا ,نزاملا ,شايرلا  
Al-Riya:shi, Al-Ma:zini, Al-Jurmi（アル＝リヤーシ、アル＝マーズィニ、アル＝ジュル
ミ） 
(7)                                                                                                                       د  ربملا  ّ      
Al-Mubarrad（アル＝ムバッラド） 
 
バスラ学派の学者たちは、彼らのとった類推の方法によって知られており、 يسايقلاين  
Al-Qiya:siyyin「キヤースの人々（類推学者たち）」というあだ名が広がっているほどであ
る。سايقلاAl-Qiya:s（類推）は、バスラとクーファのライバル学派を識別する主要な境界
線となった（Ami:n 1956）。バスラ学派の学者たちはもっとも一般的な類推のパターンにも
とづく派生形のみを認め、日常のことばや詩によく見られるような「不規則」な派生形を
用いることを批判した。バスラ学派の学者たちの主要な資料は نآرقلا  『クルアーン』で
あった。彼らは都市住民のことばに重きをおかず、砂漠の民であるベドウィンのことばを
「正しい」アラビア語の宝庫と考えた。バスラ学派の学者たちは注意深く材料とする言語
資料の選択に当たり、クーファ学派の学者たちが用いる資料を「堕落した」資料だとして
非難した。最終的にバスラ学派は独自の文法を書き上げ、それを万民の文法としてしまっ
た。バスラ学派の影響は、その時代の文法学者たちに「文法は類推である」との信念を支
配的に行きわたらせたという点に見ることができる。バスラ学派から新しい別の流れをつ
くり出したのは、西暦８世紀の終わりころの دمحأ نبإ ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad（ア
ル＝ハリール・イブン・アフマド）であった。彼は韻律に見られるアラビア語の体系を明
らかにし、アラビア語言語学の歴史における文献学の最初の学派の基礎を確立した。また
彼はنيعلا اتكKita:b Al-”ayn『アインの書』と呼ばれる、アラビア語の最初の辞書の編
　　 Al-Riya:shi, Al-Ma:zini, Al-Jurmi（アル＝リヤーシ、アル＝マーズィ
ニ、アル＝ジュルミ）
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(4)  هيوبيس ,يديزيلا ,ديز وبأ                                                    
Abu: Zayd, Al-Yazi:di, Si:bawayh（アブー・ザイド、アル＝ヤズィーディ、スィーバワ
イヒ） 
(5)  ا ,برتقشفخلأ                                                                
Qutrub, Al-Akhfash（クトゥルブ、アル＝アフファシュ） 
(6)                            مرجلا ,نزاملا ,شايرلا  
Al-Riya:shi, Al-Ma:zini, Al-Jurmi（アル＝リヤーシ、アル＝マーズィニ、アル＝ジュル
ミ） 
(7)                                                                                                                      د  ربملا  ّ      
Al-Mubarrad（アル＝ムバッラド） 
 
バスラ学派の学者たちは、彼らのとった類推の方法によって知られており、 يسايقلاين  
Al-Qiya:siyyin「キヤースの人々（類推学者たち）」というあだ名が広がっているほどであ
る。سايقلاAl-Qiya:s（類推）は、バスラとクーファのライバル学派を識別する主要な境界
線となった（Ami:n 1956）。バスラ学派の学者たちはもっとも一般的な類推のパターンにも
とづく派生形のみを認め、日常のことばや詩によく見られるような「不規則」な派生形を
用いることを批判した。バスラ学派の学者たちの主要な資料は نآرقلا  『クルアーン』で
あった。彼らは都市住民のことばに重きをおかず、砂漠の民であるベドウィンのことばを
「正しい」アラビア語の宝庫と考えた。バスラ学派の学者たちは注意深く材料とする言語
資料の選択に当たり、クーファ学派の学者たちが用いる資料を「堕落した」資料だとして
非難した。最終的にバスラ学派は独自の文法を書き上げ、それを万民の文法としてしまっ
た。バスラ学派の影響は、その時代の文法学者たちに「文法は類推である」との信念を支
配的に行きわたらせたという点に見ることができる。バスラ学派から新しい別の流れをつ
くり出したのは、西暦８世紀の終わりころの دمحأ نبإ ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad（ア
ル＝ハリール・イブン・アフマド）であった。彼は韻律に見られるアラビア語の体系を明
らかにし、アラビア語言語学の歴史における文献学の最初の学派の基礎を確立した。また
彼はنيعلا باتكKita:b Al-”ayn『アインの書』と呼ばれる、アラビア語の最初の辞書の編
　　Al-Mubarrad（アル＝ムバッラド）
　バスラ学派の学者たちは、彼らのとった類推の方法によって知られ
ており、
 
4 
 
(4)  هيوبيس ,يديزيلا ,ديز وبأ                                                    
Abu: Zayd, Al-Yazi:di, Si:bawayh（アブー・ザイド、アル＝ヤズィーディ、スィーバワ
イヒ） 
(5)  ا ,برتقشفخلأ                                                                
Qutrub, Al-Akhfash（クトゥルブ、アル＝アフファシュ） 
(6)                            مرجلا ,نزاملا ,شايرلا  
Al-Riya:shi, Al-Ma:zini, Al-Jurmi（アル＝リヤーシ、アル＝マーズィニ、アル＝ジュル
ミ） 
(7)                                                                                                                       د  ربملا  ّ      
Al-Mubarrad（アル＝ムバッラド） 
 
バスラ学派の学者たちは、彼らのとった類推の方法によって知られてお يسايقلاين  
Al-Qiya:siyyin「キヤースの人々（類推学者たち）」というあだ名が広がっているほどであ
る。سايقلاAl-Qiya:s（類推）は、バスラとクーファのライバル学派を識別する主要な境界
線となった（Ami:n 1956）。バスラ学派の学者たちはもっとも一般的な類推のパターンにも
とづく派生形のみを認め、日常のことばや詩によく見られるような「不規則」な派生形を
用いることを批判した。バスラ学派の学者たちの主要な資料は نآرقلا  『クルアーン』で
あった。彼らは都市住民のことばに重きをおかず、砂漠の民であるベドウィンのことばを
「正しい」アラビア語の宝庫と考えた。バスラ学派の学者たちは注意深く材料とする言語
資料の選択に当たり、クーファ学派の学者たちが用いる資料を「堕落した」資料だとして
非難した。最終的にバスラ学派は独自の文法を書き上げ、それを万民の文法としてしまっ
た。バスラ学派の影響は、その時代の文法学者たちに「文法は類推である」との信念を支
配的に行きわたらせたという点に見ることができる。バスラ学派から新しい別の流れをつ
くり出したのは、西暦８世紀の終わりころの دمحأ نبإ ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad（ア
ル＝ハリール・イブン・アフマド）であった。彼は韻律に見られるアラビア語の体系を明
らかにし、アラビア語言語学の歴史における文献学の最初の学派の基礎を確立した。また
彼はنيعلا باتكKita:b Al-”ayn『アインの書』と呼ばれる、アラビア語の最初の辞書の編
Al-Qiya:siyyin「キヤースの人々（類推学者たち）」
というあだ名が広がっているほどである。
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(4)  هيوبيس ,يديزيلا ,ديز وبأ                                                    
Abu: Zayd, Al-Yazi:di, Si:bawayh（アブー・ザイド、アル＝ヤズィーディ、スィーバワ
イヒ） 
(5)  ا ,برتقشفخلأ                                                                
Qutrub, Al-Akhfash（クトゥルブ、アル＝アフファシュ） 
(6)                            مرجلا ,نزاملا ,شايرلا  
Al-Riya:shi, Al-Ma:zini, Al-Jurmi（アル＝リヤーシ、アル＝マーズィニ、アル＝ジュル
ミ） 
(7)                                                                                                                       د  ربملا  ّ      
Al-Mubarrad（アル＝ムバッラド） 
 
バスラ学派の学者たちは、彼らのとった類推の方法によって知られており、 يسايقلاين  
Al-Qiya:siyyin「キヤースの人々（類推学者たち）」というあだ名が広がっているほどであ
سايقلاAl-Qiya:s（類推）は、バスラとクーファのライバル学派を識別する主要な境界
線となった（Ami:n 1956）。バスラ学派の学者たちはもっとも一般的な類推のパターンにも
とづく派生形のみを認め、日常のことばや詩によく見られるような「不規則」な派生形を
用いることを批判した。バスラ学派の学者たちの主要な資料は نآرقلا  『クルアーン』で
あった。彼らは都市住民のことばに重きをおかず、砂漠の民であるベドウィンのことばを
「正しい」アラビア語の宝庫と考えた。バスラ学派の学者たちは注意深く材料とする言語
資料の選択に当たり、クーファ学派の学者たちが用いる資料を「堕落した」資料だとして
非難した。最終的にバスラ学派は独自の文法を書き上げ、それを万民の文法としてしまっ
た。バスラ学派の影響は、その時代の文法学者たちに「文法は類推である」との信念を支
配的に行きわたらせたという点に見ることができる。バスラ学派から新しい別の流れをつ
くり出したのは、西暦８世紀の終わりころの دمحأ نبإ ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad（ア
ル＝ハリール・イブン・アフマド）であった。彼は韻律に見られるアラビア語の体系を明
らかにし、アラビア語言語学の歴史における文献学の最初の学派の基礎を確立した。また
彼はنيعلا باتكKita:b Al-”ayn『アインの書』と呼ばれる、アラビア語の最初の辞書の編
l- iya:s（類推）は、
バスラとクーファのライバル学派を識別する主要な境界線となった
（Ami:n 1956）。バスラ学派の学者たちはもっとも一般的な類推のパ
ターンにもとづく派生形のみを認め、日常のことばや詩によく見られ
るような「不規則」な派生形を用いることを批判した。バスラ学派の
学者たちの主要な資料は
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(4)  هيوبيس ,يديزيلا ,ديز وبأ                                                    
Abu: Zayd, Al-Yazi:di, Si:bawayh（アブー・ザイド、アル＝ヤズィーディ、スィーバワ
イヒ） 
(5)  ا ,برتقشفخلأ                                                                
Qutrub, Al-Akhfash（クトゥルブ、アル＝アフファシュ） 
(6)                            مرجلا ,نزاملا ,شايرلا  
Al-Riya:shi, Al-Ma:zini, Al-Jurmi（アル＝リヤーシ、アル＝マーズィニ、アル＝ジュル
ミ） 
(7)                                                                                                                       د  ربملا  ّ      
Al-Mubarrad（アル＝ムバッラド） 
 
バスラ学派の学者たちは、彼らのとった類推の方法によって知られており、 يسايقلاين  
Al-Qiya:siyyin「キヤースの人々（類推学者たち）」というあだ名が広がっているほどであ
る。سايقلاAl-Qiya:s（類推）は、バスラとクーファのライバル学派を識別する主要な境界
線となった（Ami:n 1956）。バスラ学派の学者たちはもっとも一般的な類推のパターンにも
とづく派生形のみを認め、日常のことばや詩によく見られるような「不規則」な派生形を
用いることを批判した。バスラ学派の学者たちの主要な نآرقلا  『クルアーン』で
あった。彼らは都市住民のことばに重きをおかず、砂漠の民であるベドウィンのことばを
「正しい」アラビア語の宝庫と考えた。バスラ学派の学者たちは注意深く材料とする言語
資料の選択に当たり、クーファ学派の学者たちが用いる資料を「堕落した」資料だとして
非難した。最終的にバスラ学派は独自の文法を書き上げ、それを万民の文法としてしまっ
た。バスラ学派の影響は、その時代の文法学者たちに「文法は類推である」との信念を支
配的に行きわたらせたという点に見ることができる。バスラ学派から新しい別の流れをつ
くり出したのは、西暦８世紀の終わりころの دمحأ نبإ ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad（ア
ル＝ハリール・イブン・アフマド）であった。彼は韻律に見られるアラビア語の体系を明
らかにし、アラビア語言語学の歴史における文献学の最初の学派の基礎を確立した。また
彼はنيعلا باتكKita:b Al-”ayn『アインの書』と呼ばれる、アラビア語の最初の辞書の編
ーン』であった。彼らは
都市住民のことばに重きをおかず、砂漠の民であるベドウィンのこと
ばを「正しい」アラビア語の宝庫と考えた。バスラ学派の学者たちは
注意深く材料とする言語資料の選択に当たり、クーファ学派の学者た
ちが用いる資料を「堕落した」資料だとして非難した。最終的にバス
ラ学派は独自の文法を書き上げ、それを万民の文法としてしまった。
バスラ学派の影響は、その時代の文法学者たちに「文法は類推である」
との信念を支配的に行きわたらせたという点に見ることができる。バ
スラ学派から新しい別の流れをつくり出したのは、西暦 8世紀の終わ
りころの
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(4)  هيوبيس ,يديزيلا ,ديز وبأ                                                  
Abu: Zayd, Al-Yazi:di, Si:bawayh（アブー・ザイド、アル＝ヤズィーディ、スィーバワ
イヒ） 
(5)  ا ,برتقشفخلأ                                                               
Qutrub, Al-Akhfash（クトゥルブ、アル＝アフファシュ） 
(6)                           مرجلا ,نزاملا ,شايرلا  
Al-Riya:shi, Al-Ma:zini, Al-Jurmi（アル＝リヤーシ、アル＝マーズィニ、アル＝ジュル
ミ） 
(7)                                                                                                                      د  ربملا  ّ      
Al-Mubarrad（アル＝ムバッラド） 
 
バスラ学派の学者たちは、彼らの った類推の方法によって知られ おり、 يسايقلاين  
Al-Qiya:siyyin「キヤースの人々 学者たち）」 いうあだ名が広がっているほどであ
る。سايقلاAl-Qiya:s（類推）は、バスラとクーファのライバル学派を識別する主要な境界
線となった（Ami:n 1956）。バスラ学派の学者たちはもっとも一般的な類推のパターンにも
とづく派生形のみを認め、日常のことばや詩によく見られるよう 「不規則」な派生形を
用いることを批判した。バスラ学派の学者たちの主要な資料は نآرقلا  『クルアーン』で
あった。彼らは都市住民のことばに重きをおかず、砂漠の民であるベドウィンのことばを
「正しい」アラビア語の宝庫と考えた。バスラ学派の学者たちは注意深く材料とする言語
資料の選択に当たり、クーファ学派の学者たちが用いる資料を「堕落した」資料だとして
非難した。最終的にバスラ学派は独自の文法を書き上げ、それを万民の文法としてしまっ
た。バスラ学派の影響は、その時代の文法学者たちに「文法は類推である」との信念を支
配的に行きわたらせ という点に見ることができる。バスラ学派から新しい別の流れをつ
くり出したのは、西暦８世紀の終わりころの دمحأ نبإ ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad（ア
ル＝ハリール・イブン・アフマド）であった。彼は韻律に見られるアラビア語の体系を明
らかにし、アラビア語言語学の歴史における文献学 最初の学派の基礎を確立した。また
彼はنيعلا باتكKita:b Al-”ayn『アインの書』と呼ばれる、アラビア語の最初の辞書の編
 Al-Khali:l Ibn Ahmad（アル＝ハリール・
イブン・アフマド）であった。彼は韻律に見られるアラビア語の体系
を明らかにし、アラビア語言語学の歴史における文献学の最初の学派
の基礎を確立した。また彼は
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(4)  هيوبيس ,يديزيلا ,ديز وبأ                                                    
Abu: Zayd, Al-Yazi:di, Si:bawayh（アブー・ザイド、アル＝ヤズィーディ、スィーバワ
イヒ） 
(5)  ا ,برتقشفخلأ                                                                
Qutrub, Al-Akhfash（クトゥルブ、アル＝アフファシュ） 
(6)                            مرجلا ,نزاملا ,شايرلا  
Al-Riya:shi, Al-Ma:zini, Al-Jurmi（アル＝リヤーシ、アル＝マーズィニ、アル＝ジュル
ミ） 
(7)                                                                                                                       د  ربملا  ّ      
Al-Mubarrad（アル＝ムバッラド） 
 
バスラ学派の学者たちは、彼らのとった類推の方法によって知られており、 يسايقلاين  
Al-Qiya:siyyin「キヤースの人々（類推学者たち）」というあだ名が広がっているほどであ
る。سايقلاAl-Qiya:s（ ）は、バスラとクーファのライバル学派を識別する主要な境界
線と った（Ami:n 1956）。バスラ学派 学者たちはもっとも一般的な類推のパターンにも
とづく派生形のみを認め、日常のことばや詩によく見られるような「不規則」な派生形を
用いることを批判した。バスラ学派の学者たちの主要な資料は نآرقلا  『クルアーン』で
あった。彼らは都市住民のことばに重きをおかず、砂漠の民であるベドウィンのことばを
「正しい」アラビア語の宝庫と考えた。バスラ学派の学者たちは注意深く材料とする言語
資料の選択に当たり、クーファ学派の学者たちが用いる資料を「堕落した」資料だとして
非難した。最終的にバスラ学派は独自の文法を書き上げ、それを万民の文法としてしまっ
た。バスラ学派の影響は、その時代の文法学者たちに「文法は類推である」との信念を支
配的に行きわたらせたという点に見ることができる。バスラ学派から新しい別の流れをつ
くり出したのは、西暦８世紀の終わりころの دمحأ نبإ ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad（ア
ル＝ハリール・イブン・ フマド）であった。彼は韻律に見られるアラビ 語の体系を明
らかにし、アラビア語言語 歴史における文献学の最初の学派の基礎を確立した。また
نيعلا باتكKita:b Al-”ayn『アインの書』と呼ばれる、アラビア語の最初の辞書の編Kita:b Al-”ayn『アインの書』
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と呼ばれる、アラビア語の最初の辞書の編纂を始めたが、この辞書は
彼の存命中には完成しなかった。
　バスラ学派のもっとも大きな業績は、793年に死去した  
 
5 
 
纂を始めたが、この辞書は彼の存命中には完成しなかった。 
、793 年に死去した   هيوبيس Si:bawayh（スィーバワ
イヒ）の手によるもので、彼はアラビア語文法研究の伝統においてもっともはやく、独創
的で完璧な記念碑を書き残した。スィーバワイヒの文法はباتكلاAl-kita:b『アル＝キター
ブ（書）』という名前がつけられている。『アル＝キターブ（書）』は、実際上アラビア語の
文法の伝統がすべてこの上に打ち立てられる土台と見なされている。『アル＝キターブ（書）』
に関してはあとで触れる。 
 
【Ⅲ】 クーファ学派 
 クーファ学派の創設者は سآرلا رفأج وباAbu: Ja’far Al-Ru’a:si （アブー・ジャアフ
ァル・アル＝ルアーシ）である。彼は يفلاصوح نلا يف ل   ّ     Al-Faisal fi: Al-NaHw 『文法
における公準』というタイトルの文法書を著した。クーファ学派の学者たちは伝統的に次
の五つの世代に分類されている。 
 
رمع وباAbu: ”Umr （アブー・ウマル） 
(1) آرلا ,ءا  رحلا        ّ    س                                                                
Al-Harra:’, Al-Ru’a:si（アル＝ハッラーウ、アル＝ルアーシ） 
(2) اسكلايئ                                                                        
Al-Kisa:’i: （アル＝キサーイー） 
(3) رمحلأا ,ءا  رفلا ,ينايھ للا         ّ          ّ                                                          
Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar （アル＝リフヤーニ、アル＝ファッラーウ、アル＝
アフマル） 
(4)  سلا نباّ        تلا ,تيكّ       ندعس نبا ,لا  و           ّ                                               
Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan （イブン・アル＝スィキート、アル＝タウワー
ル、イブン・サウダン） 
(5) بلعث                                                                           
Si:bawayh（スィーバワイヒ）の手によるもので、彼はアラビア語文法
研究の伝統においてもっともはやく、独創的で完璧な記念碑を書き残
した。スィーバワイヒの文法は
 
5 
 
纂を始めたが、この辞書は彼の存命中には完成しなかった。 
バスラ学派のもっとも大きな業績は、793 年に死去した   هيوبيس Si:bawayh（スィーバワ
イヒ）の手によるもので、彼はアラビア語文法研究の伝統においてもっともはやく、独創
的で完璧な記念碑を書き残した。スィーバ باتكلاAl-kita:b『アル＝キター
ブ（書）』という名前がつけられている。『アル＝キターブ（書）』は、実際上アラビア語の
文法の伝統がすべてこの上に打ち立 られる土台と見なされている。『アル＝キターブ（書）』
に関してはあとで触れる。 
 
【Ⅲ】 クーファ学派 
 クーファ学派の創設者は سآرلا رفأج وباAbu: Ja’far Al-Ru’a:si （アブー・ジャアフ
ァル・アル＝ルアーシ）である。彼は يفلاصوح نلا يف ل   ّ     Al-Faisal fi: Al-NaHw 『文法
における公準』というタイトルの文法書を著した。クーファ学派の学者たちは伝統的に次
の五つの世代に分類されている。 
 
رمع وباAbu: ”Umr （アブー・ウマル） 
(1) آرلا ,ءا  رحلا        ّ    س                                                                
Al-Harra:’, Al-Ru’a:si（アル＝ハッラーウ、アル＝ルアーシ） 
(2) اسكلايئ                                                                        
Al-Kisa:’i: （アル＝キサーイー） 
(3) رمحلأا ,ءا  رفلا ,ينايھ للا         ّ          ّ                                                          
Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar （アル＝リフヤーニ、アル＝ファッラーウ、アル＝
アフマル） 
(4)  سلا نباّ        تلا ,تيكّ       ندعس نبا ,لا  و           ّ                                               
Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan （イブン・アル＝スィキート、アル＝タウワー
ル、イブン・サウダン） 
(5) بلعث                                                                           
Al-kita:b『アル＝キターブ（書）』
という名前 つけられている。『アル＝キターブ（書）』は、実際上ア
ラビア語の文法の伝統がすべてこの上に打ち立てられる土台と見なさ
れている。『アル＝キターブ（書）』に関してはあとで触れる。
【Ⅲ】　クーファ学派
　クーファ学派の創設者は
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纂を始めたが、この辞書は彼の存命中には完成しなかった。 
バスラ学派のもっとも大きな業績は、793 年に死去した   هيوبيس Si:bawayh（スィーバワ
イヒ）の手によるもので、彼はアラビア語文法研究の伝統においてもっともはやく、独創
的で完璧な記念碑を書き残した。スィーバワイヒの文法はباتكلاAl-kita:b『アル＝キター
ブ（書）』という名前がつけられている。『アル＝キターブ（書）』は、実際上アラビア語の
文法の伝統がすべてこの上に打ち立てられる土台と見なされている。『アル＝キターブ（書）』
に関してはあとで触れる。 
 
【Ⅲ】 クーファ学派 
  سآرلا رفأج وباAbu: Ja’far Al-Ru’a:si （アブー・ジャアフ
ァル・アル＝ルアーシ）である。彼は يفلاصوح نلا يف ل   ّ     Al-Faisal fi: Al-NaHw 『文法
における公準』というタイトルの文法書を著した。クーファ学派の学者たちは伝統的に次
の五つの世代に分類されている。 
 
رمع وباAbu: ”Umr （アブー・ウマル） 
(1) آرلا ,ءا  رحلا        ّ    س                                                                
Al-Harra:’, Al-Ru’a:si（アル＝ハッラーウ、アル＝ルアーシ） 
(2) اسكلايئ                                                                        
Al-Kisa:’i: （アル＝キサーイー） 
(3) رمحلأا ,ءا  رفلا ,ينايھ للا         ّ          ّ                                                         
Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar （アル＝リフヤーニ、アル＝ファッラーウ、アル＝
アフマル） 
(4)  سلا نباّ        تلا ,تيكّ       ندعس نبا ,لا  و           ّ                                               
Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan （イブン・アル＝スィキート、アル＝タウワー
ル、イブン・サウダン） 
(5) بلعث                                                                           
Abu: Ja’far Al-Ru’a:si 
（アブー・ジャアファル・アル＝ルアーシ）である。彼は 
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纂を始めたが、この辞書は彼の存命中には完成しなかった。 
バスラ学派のもっとも大きな業績は、793 年に死去した   هيوبيس Si:bawayh（スィーバワ
イヒ）の手によるもので、彼はアラビア語文法研究の伝統においてもっともはやく、独創
的で完璧な記念碑を書き残した。スィーバワイヒの文法はباتكلاAl-kita:b『アル＝キター
ブ（書）』という名前がつけられている。『アル＝キターブ（書）』は、実際上アラビア語の
文法の伝統がすべてこの上に打ち立てられる土台と見なされている。『アル＝キターブ（書）』
に関してはあとで触れる。 
 
【Ⅲ】 クーファ学派 
 クーファ学派の創設者は سآرلا رفأج وباAbu: Ja’far Al-Ru’a:si （アブー・ジャアフ
ァル・アル＝ルアーシ）である。彼は يفلاصوح نلا يف ل   ّ     Al-Faisal fi: Al-NaHw 『文法
における公準』というタイトルの文法書を著した。クーファ学派の学者たちは伝統的に次
の五つの世代に分類されている。 
 
رمع وباAbu: ”Umr （アブー・ウマル） 
(1) آرلا ,ءا  رحلا        ّ    س                                                                
Al-Harra:’, Al-Ru’a:si（アル＝ハッラーウ、アル＝ルアーシ） 
(2) اسكلايئ                                                                        
Al-Kisa:’i: （アル＝キサーイー） 
(3) رمحلأا ,ءا  رفلا ,ينايھ للا         ّ          ّ                                                          
Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar （アル＝リフヤーニ、アル＝ファッラーウ、アル＝
アフマル） 
(4)  سلا نباّ        تلا ,تيكّ       ندعس نبا ,لا  و           ّ                                               
Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan （イブン・アル＝スィキート、アル＝タウワー
ル、イブン・サウダン） 
(5) بلعث                                                                           
Al-Faisal fi: Al-NaHw 『文法における公準』とい
うタイトルの文法書を著した。クーファ学派の学者たちは伝統的に次
の五つの世代に分類されている。
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纂を始めたが、この辞書は彼の存命中には完成しなかった。 
バスラ学派の っとも大きな業績は、793 年に死去した   هيوبيس Si:bawayh（スィーバワ
イヒ）の手によるもので、彼はアラビア語文法研究の伝統においてもっともはやく、独創
的で完璧な記念碑を書き残した。スィーバワイヒの文法はباتكلاAl-kita:b『アル＝キター
ブ（書）』という名前がつけられている。『アル＝キターブ（書）』は、実際上アラビア語の
文法の伝統がすべてこの上に打ち立てられる土台と見なされている。『アル＝キターブ（書）』
に関してはあとで触れる。 
 
【Ⅲ】 クーファ学派 
 クーファ学派の創設者は سآرلا رفأج وباAbu: Ja’far Al-Ru’a:si （アブー・ジャアフ
ァル・アル＝ルアーシ）である。彼は يفلاصوح نلا يف ل   ّ     Al-Faisal fi: Al-NaHw 『文法
における公準』というタイトルの文法書を著した。クーファ学派の学者たちは伝統的に次
の五つの世代に分類されている。 
 
رمع وباAbu: ”Umr （アブー・ウマル） 
(1) آرلا ,ءا  رحلا        ّ    س                                                              
Al-Harra:’, Al-Ru’a:si（アル＝ハッラーウ、アル＝ルアーシ） 
(2) اسكلايئ                                                                        
Al-Kisa:’i: （アル＝キサーイー） 
(3) رمحلأا ,ءا  رفلا ,ينايھ للا         ّ          ّ                                                        
Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar （アル＝リフヤーニ、アル＝ファッラーウ、アル＝
アフマル） 
(4)  سلا نباّ        تلا ,تيكّ       ندعس نبا ,لا  و           ّ                                            
Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan （イブン・アル＝スィキート、アル＝タウワー
ル、イブン・サウダン） 
(5) بلعث                                                                           
A : ” mr （アブー・ウマル）
⑴　
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纂を始めたが、この辞書は彼の存命中には完成しなかった。 
バスラ学派のもっとも大きな業績は、793 年に死去した   هيوبيس Si:bawayh（スィーバワ
イヒ）の手によるもので、彼はアラビア語文法研究の伝統においてもっともはやく、独創
的で完璧な記念碑を書き残した。スィーバワイヒの文法はباتكلاAl-kita:b『アル＝キター
ブ（書）』という名前がつけられている。『アル＝キターブ（書）』は、実際上アラビア語の
文法の伝統がすべてこの上に打ち立てられる土台と見なされている。『アル＝キターブ（書）』
に関してはあとで触れる。 
 
【Ⅲ】 クーファ学派 
 クーファ学派の創設者は سآ لا رفأج وباAbu: Ja’far Al-Ru’a:si （アブー・ジャアフ
ァル・ア ＝ルアーシ）である。彼は يفلاصوح نلا يف ل ّ    Al-Faisal fi: Al-NaHw 『文法
における公準』というタイトルの文法書を著した。クーファ学派の学者たちは伝統的に次
の五つの世代に分類されている。 
 
رمع وباAbu: ”Umr （アブー・ウマル） 
(1) آرلا ,ءارحلا    ّ    س                                                               
Al-Harra:’, Al-Ru’a:si（アル＝ハッラーウ、ア ＝ルアーシ） 
(2) اسكلايئ                                                                        
Al-Kisa:’i: （アル＝キサ イー） 
(3) رمحلأا ,ءارفلا ,ين يھ للا      ّ   ّ                                                        
Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar （アル＝リフヤーニ、アル＝ファッラーウ、アル＝
アフマル） 
(4)  سل نباّ    لا ,تيكّ    ندعس نب , او   ّ                                               
Ibn Al-Siki:t, Al-T wwa:l, Ibn Sa”dan （イブン・アル＝スィキート、アル＝タウワー
ル、イブン・サウダン） 
(5) بلعث                                                                           
　　Al-Harra:’, Al-Ru’a:si（アル＝ハッラーウ、アル＝ルアーシ）
⑵　
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纂を始めたが、この辞書は彼の存命中には完成しなかった。 
バスラ学派のもっとも大きな業績は、793 年に死去した   هيوبيس Si:bawayh（スィーバワ
イヒ）の手によるもので、彼はアラビア語文法研究の伝統においてもっともはやく、独創
的で完璧な記念碑を書き残した。スィーバワイヒの文法はباتكلاAl-kita:b『アル＝キター
ブ（書）』という名前がつけられている。『アル＝キターブ（書）』は、実際上アラビア語の
文法の伝統がすべてこの上に打ち立てられる土台と見なされている。『アル＝キターブ
に関してはあとで触れる。 
 
【Ⅲ】 クーファ学派 
 クーファ学派の創設者は سآرلا رفأج وباAbu: Ja’far Al-Ru’a:si （アブー・ジャアフ
ァル・アル＝ルアーシ）である。彼は يفلاصوح نلا يف ل   ّ     Al-Faisal fi: Al-NaHw 『文法
における公準』というタイトルの文法書を著した。クーファ学派の学者たちは伝統的に次
の五つの世代に分類されている。 
 
رمع وباAbu: ”Umr （アブー・ウマル） 
(1) آرلا ,ءا  رحلا        ّ    س                                                                
Al-Harra:’, Al-Ru’a:si（アル＝ハッラーウ、 ル＝ルアーシ） 
(2) اسكلايئ                                                                        
Al-Kisa:’i: （アル＝キサーイー）
(3) رمحلأا ,ءا  رفلا ,ينايھ للا         ّ          ّ                                                          
Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar （アル＝リフヤーニ、アル＝ファッラーウ、アル＝
アフマル） 
(4)  سلا نباّ        تلا ,تيكّ       ندعس نبا ,لا  و           ّ                                               
Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan （イブン・アル＝スィキート、アル＝タウワー
ル、イブン・サウダン） 
(5) بلعث                                                                           
 
　　Al-Kisa:’i: （アル＝キサーイー）
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⑶　 
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纂を始めたが、この辞書は彼の存命中には完成しなかった。 
バスラ学派のもっとも大きな業績は、793 年に死去した   هيوبيس Si:bawayh（スィーバワ
イヒ）の手によるもので、彼はアラビア語文法研究の伝統においてもっともはやく、独創
的で完璧な記念碑を書き残した。スィーバワイヒの文法はباتكلاAl-kita:b『アル＝キター
ブ（書）』という名前がつけられている。『アル＝キターブ（書）』は、実際上アラビア語の
文法の伝統がすべてこの上に打ち立てられる土台と見なされている。『アル＝キターブ（書）』
に関してはあとで触れる。 
 
【Ⅲ】 クーファ学派 
 クーファ学派の創設者は سآرلا رفأج وباAbu: Ja’far Al-Ru’a:si （アブー・ジャアフ
ァル・アル＝ルアーシ）である。彼は يفلاصوح نلا يف ل   ّ     Al-Faisal fi: Al-NaHw 『文法
における公準』というタイトルの文法書を著した。クーファ学派の学者たちは伝統的に次
の五つの世代に分類されている。 
 
رمع وباAbu: ”Umr （アブー・ウマル） 
(1) آرلا ,ءا  رحلا        ّ    س                                                                
Al-Harra:’, Al-Ru’a:si（アル＝ハッラーウ、アル＝ルアーシ） 
(2) اسكلايئ                                                                        
Al-Kisa:’i: （アル＝キサーイー） 
(3) رمحلأا ,ءا  رفلا ,ينايھ للا         ّ          ّ                                                          
Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar （アル＝リフヤーニ、アル＝ファッラーウ、アル＝
アフマル） 
(4)  سلا نباّ        تلا ,تيكّ       ندعس نبا ,لا  و           ّ                                               
Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan （イブン・アル＝スィキート、アル＝タウワー
ル、イブン・サウダン） 
(5) بلعث                                                                           
 
　　 Al-Lhya:ni, Al-Farra:’, Al-Ahmar （アル＝リフヤーニ、アル＝ファッ
ラーウ、アル＝アフマル）
⑷　
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793   ي بي i:ba ay
ات لا l-kita:b
 
 
  
  آ لا فأ  با b : Ja’far l- ’a:si 
 يفلا نلا ف   ّ      l- aisal fi: l- a  
 
 
 با b : ” r  
(1) آ لا , ا  لا        ّ                                                                    
l- arra:’, l- ’a:si  
(2) ا لائ                                                                        
l- isa:’i:  
(3) لأا , ا  فلا , ناي  للا         ّ          ّ                                                         
l- ya: i, l- arra:’, l- ar 
 
(4)  لا باّ       تلا , يّ       د  با , ا             ّ                                               
Ib  l- iki:t, l- a a:l, Ib  a”da  
 
(5) ل ث                                                                           
 
　　 Ibn Al-Siki:t, Al-Tawwa:l, Ibn Sa”dan （イブン・アル＝スィキート、
アル＝タウワール、イブン・サウダン）
⑸　
 
 
 
纂を始めたが、この辞書は彼の存命中には完成しなかった。 
バスラ学派のもっとも大きな業績は、 年に死去した   ه و س Si: w h（スィーバワ
イヒ）の手によるもので、彼はアラビア語文法研究の伝統においてもっともはやく、独創
的で完璧な記念碑を書き残した。スィーバワイヒの文法は ا كلاAl- it : 『アル＝キター
ブ（書）』という名前がつけられている。『アル＝キターブ（書）』は、実際上アラビア語の
文法の伝統がすべてこの上に打ち立てられる土台と見なされている。『アル＝キターブ（書）』
に関してはあとで触れる。 
 
【Ⅲ】 クーファ学派 
クーファ学派の創設者は آرلا ر أج و اA u: ’f  Al-Ru’ : i （アブー・ジャアフ
ァル・アル＝ルアーシ）である。彼は لاوح لا ي لّ Al-F i l fi: Al-N Hw 『文法
における公準』というタイトルの文法書を著した。クーファ学派の学者たちは伝統的に次
の五つの世代に分類されている。 
 
رمع و اA u: ”Um  （アブー・ウマル） 
( ) آرلا ءارحلاّ  
Al-H :’, Al-Ru’ : i（アル＝ハッラーウ、アル＝ルアーシ） 
( ) اسكلاي  
Al-Ki :’i: （アル＝キサーイー） 
( ) رمح ا ءار لا ي ا ھللاّ ّ  
Al-Lh :ni, Al-F :’, Al-Ahm  （アル＝リフヤーニ、アル＝ファッラーウ、アル＝
アフマル） 
( ) سلا ن اّلا كّن عس ن ا لاّو  
n Al-Si i:t, Al-T ww :l, n ” n （イブン・アル＝スィキート、アル＝タウワー
ル、イブン・サウダン） 
( ) لع  
　　Tha”lab （サウラブ）
　クーファ学派の学者たちは、「不規則」という概念に強い関心を抱
いていた。そこでクーファ学派は「不規則学派」として知られるよう
になった。クーファ学派の学者たちはバスラ学派に比べるといくぶん
か寛大で、必ずしも一般的ではないような用法も許容した。彼らは 
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Tha”lab （サウラブ） 
 
 クーファ学派の学者たちは、「不規則」という概念に強い関心を抱いていた。そこでクー
ファ学派は「不規則学派」として知られるようになった。クーファ学派の学者たちはバス
ラ学派に比べるといくぶんか寛大で、必ずしも一般的ではないような用法も許容した。彼
らは حصفلاى Al-FuSha: （フスハー）「正則語」にもいろいろ異なった方言が存在してい
るのだということを初めて認めたが、それは９世紀のことであった。またクーファ学派の
学者たちは何でも分析の対象と考え、アラビア語に見られる現象のすべてを記述しようと
した。この点が二つのライバル学派のもう一つの相違点である。というのは、バスラ学派
の学者たちが分析の対象としたのは、もっとも基本的なパターンにもとづく一般的な現象
に限られていたからである。クーファ学派の学者たちは、形式の類推の規則よりも、多く
の形式を不規則なまま分類しようとしたのである。 
 これら二つの学派は、言語分析のアプローチの仕方がそれぞれ異なっていた。クーファ
学派は、言語へのアプローチの方法として、純粋に「記述論的な」立場をとり、分析的な
視点からアラビア語の記述に関与した。これに対して、バスラ学派は、クーファ学派のア
プローチを「基礎的」とみなし、そのうえで「因果関係」を考慮したアプローチを要求し
たのである。このアプローチによって、バスラ学派の学者たちは、さまざまな言語現象の
原因を説明し論証しようとしたのである（Al-Halawa:ni: 1979）。 
見た目には妥協を全くゆるさないようなこの二つの学派の断絶にもかかわらず、西暦８
世紀の終わりまでに、この二つの学派は دادغب ةسردمMadrasat Baghda:d （バグダッド
学派）の名のもとに統一された。バグダッド学派は、この二つの学派の理論的なさまざま
な 仮 説 を 基 礎 と し 、 そ れ ぞ れ の 異 な っ た 視 点 の 妥 協 を 目 指 し て い た 。
ةديدادغبلاAl-Baghda:dida「バグダッド派」と呼ばれたこの派の文法家たちは、アラビア
語文法のためにより科学的な基礎を打ち立てるのに成功した。彼らの研究は  نبا ليلخلا
دمحأAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・イブン・アフマド）とその弟子スィーバワ
イヒの哲学や論理の大きな影響をこうむっていた。バスラ学派とクーファ学派の影響は、
後世の研究、たとえば西暦９世紀、１０世紀の研究にも明らかに見られる。一般的に言っ
て、後のアラビア語の文法学者による業績は、二つの学派の学者たちがすでに主張してい
たことを精緻にしたり説明したりすることであったのである。 
 
Al- Sha: （フスハー）「正則語」にもいろいろ異なった方
言が存在しているのだということを初めて認めたが、それは 9世紀の
ことであった。またクーファ学派の学者たちは何でも分析の対象と考
え、アラビア語に見られる現象のすべてを記述しようとした。この点
が二つのライバル学派のもう一つの相違点である。というのは、バス
ラ学派の学者たちが分析の対象としたのは、もっとも基本的なパター
ンにもとづく一般的な現象に限られていたからである。クーファ学派
の学者たちは、形式の類推の規則よりも、多くの形式を不規則なまま
分類しようとしたのである。
　これら二つの学派は、言語分析のアプローチの仕方がそれぞれ異
なっていた。クーファ学派は、言語へのアプローチの方法として、純
17異文化
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粋に「記述論的な」立場をとり、分析的な視点からアラビア語の記述
に関与した。これに対して、バスラ学派は、クーファ学派のアプロー
チを「基礎的」とみなし、そのうえで「因果関係」を考慮したアプロー
チを要求したのである。このアプローチによって、バスラ学派の学者
たちは、さまざまな言語現象の原因を説明し論証しようとしたのであ
る（Al-Halawa:ni: 1979）。
　見た目には妥協を全くゆるさないようなこの二つの学派の断絶にも
かかわらず、西暦 8世紀の終わりまでに、この二つの学派は 
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Tha”lab （サウラブ） 
 
 クーファ学派の学者たちは、「不規則」という概念に強い関心を抱いていた。そこでクー
ファ学派は「不規則学派」として知られるようになった。クーファ学派の学者たちはバス
ラ学派に比べるといくぶんか寛大で、必ずしも一般的ではないような用法も許容した。彼
らは حصفلاى Al-FuSha: （フスハー）「正則語」にもいろいろ異なった方言が存在してい
るのだということを初めて認めたが、それは９世紀のことであった。またクーファ学派の
学者たちは何でも分析の対象と考え、アラビア語に見られる現象のすべてを記述しようと
した。この点が二つのライバル学派のもう一つの相違点である。というのは、バスラ学派
の学者たちが分析の対象としたのは、もっとも基本的なパターンにもとづく一般的な現象
に限られていたからである。クーファ学派の学者たちは、形式の類推の規則よりも、多く
の形式を不規則なまま分類しようとしたのである。 
 これら二つの学派は、言語分析のアプローチの仕方がそれぞれ異なっていた。クーファ
学派は、言語へのアプローチの方法として、純粋に「記述論的な」立場をとり、分析的な
視点からアラビア語の記述に関与した。これに対して、バスラ学派は、クーファ学派のア
プローチを「基礎的」とみなし、そのうえで「因果関係」を考慮したアプローチを要求し
たのである。このアプローチによって、バスラ学派の学者たちは、さまざまな言語現象の
原因を説明し論証しようとしたのである（Al-Halawa:ni: 1979）。 
見た目には妥協を全くゆるさないようなこの二つの学派の断絶にもかかわらず、西暦８
世紀の終わりまでに、この二つの学派は دادغب ةسردمMadrasat Baghda:d （バグダッド
学派）の名のもとに統一された。バグダッド学派は、この二つの学派の理論的なさまざま
な 仮 説 を 基 礎 と し 、 そ れ ぞ れ の 異 な っ た 視 点 の 妥 協 を 目 指 し て い た 。
ةديدادغبلاAl-Baghda:dida「バグダッド派」と呼ばれたこの派の文法家たちは、アラビア
語文法のためにより科学的な基礎を打ち立てるのに成功した。彼らの研究は  نبا ليلخلا
دمحأAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・イブン・アフマド）とその弟子スィーバワ
イヒの哲学や論理の大きな影響をこうむっていた。バスラ学派とクーファ学派の影響は、
後世の研究、たとえば西暦９世紀、１０世紀の研究にも明らかに見られる。一般的に言っ
て、後のアラビア語の文法学者による業績は、二つの学派の学者たちがすでに主張してい
たことを精緻にしたり説明したりすることであったのである。 
 
adrasat Baghda:d （バグダッド学派）の名のもとに統
一された。バグダッド学派は、この二つの学派の理論的なさまざまな
仮説を基礎とし、それぞれの異なった視点の妥協を目指していた。
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Tha”lab （サウラブ） 
 
 クーファ学派の学者たちは、「不規則」という概念に強い関心を抱いていた。そこでクー
ファ学派は「不規則学派」として知られるようになった。クーファ学派の学者たちはバス
ラ学派に比べるといくぶんか寛大で、必ずしも一般的ではないような用法も許容した。彼
らは حصفلاى Al-FuSha: （フスハー）「正則語」にもいろいろ異なった方言が存在してい
るのだという を初めて認め が、それは９世紀のことであった。またクーファ学派の
学者たちは何でも分析の対象と考え、アラビア語に見られる現象のすべてを記述しようと
した。この点が二つのライバル学派のもう一つの相違点である。というのは、バスラ学派
の学者たちが分析の対象としたのは、もっとも基本的なパターンにもとづく一般的な現象
に限られていたからである。クーファ学派の学者たちは、形式の類推の規則よりも、多く
形式を不規則なまま分類しようとしたのである。 
 これら二つの学派は、言語分析のアプロ チの仕方がそれぞれ異なっていた。クーファ
学派は、言語へのアプローチの方法として、純粋に「記述論的な」立場をとり、分析的な
視点からアラビア語の記述に関与した。これに対して、バスラ学派は、クーファ学派のア
プローチを「基礎的」とみなし、そのうえで「因果関係」を考慮したアプローチを要求し
たのである。このアプローチによって、バスラ学派の学者たちは、さまざまな言語現象の
原因を説明し論証しようとしたのである（Al-Halawa:ni: 1979）。 
見た目には妥協を全くゆるさないようなこの二つの学派の断絶にもかかわらず、西暦８
世紀の終わりまでに、この二つの学派は دادغب ةسردمMadrasat Baghda:d （バグダッド
学派）の名のもとに統一された。バグダッド学派は、この二つの学派の理論的なさまざま
な 仮 説 を 基 礎 と し 、 そ れ ぞ れ の 異 な っ た 視 点 の 妥 協 を 目 指 し て い た 。
ةديدادغبلاAl-Baghda:dida「バグダッド派」と呼ばれたこの派の文法家たちは、アラビア
語文法 ためにより科学的な基礎を打ち立てるのに成功した。彼らの研究は  نبا ليلخلا
دمحأAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・イブン・アフマド）とその弟子スィーバワ
イヒの哲学や論理の大きな影響をこうむっていた。バスラ学派とクーファ学派の影響は、
後世 、たとえば西暦９世紀、１０世紀の研究にも明らかに見られる。一般的に言っ
て、後のアラビア語の文法学者による業績は、二つの学派の学者たちがすでに主張してい
たことを精緻にしたり説明したりすることであったのである。 
 
Al-Baghda:dida「バグダッド派」と呼ばれたこの派の文法
家たちは、アラビア語文法のためにより科学的な基礎を打ち立てるの
に成功した。彼らの研究は
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Tha”lab （サウラブ） 
 
 クーファ学派の学者たちは、「不規則」という概念に強い関心を抱いていた。そこでクー
ファ学派は「不規則学派」として知られるようになった。クーファ学派の学者たちはバス
ラ に比べるといくぶんか寛大で、必ずしも一般的ではないような用法も許容した。彼
らは حصفلاى Al-FuSha: （フスハー）「正則語」にもいろいろ異なった方言が存在してい
るのだということを初めて認めたが、それは９世紀のことであった。またクーファ学派の
学者たちは何でも分析 対象と考え、アラビア語に見られる現象のすべてを記述しようと
した。この点が二つのライバル学派のもう一つの相違点である。というのは、バスラ学派
の学者たちが分析の対象としたのは、もっとも基本的なパターンにもとづく一般的な現象
限られていたからである。クーファ学派の学者たちは、形式の類推の規則よりも、多く
の形式を不規則なまま分類しようとしたのである。 
 これら二つの学派は、言語分析のアプローチの仕方がそれぞれ異なっていた。クーファ
学派は、言語へのアプローチの方法として、純粋に「記述論的な」立場をとり、分析的な
視点からアラビア語の記述に関与した。これに対して バスラ学派は、クーファ学派のア
プローチを「基礎的」とみなし、そのうえで「因果関係」を考慮したアプローチを要求し
たのである。このアプローチによって、バスラ学派の学者たちは、さまざまな言語現象の
原因を説明し論証しようとしたのである（Al-Halawa:ni: 1979）。 
見 目には妥協を全くゆるさないようなこの二つの学派の断絶にもかかわらず、西暦８
世紀の終わりまでに、この二つの学派は دادغب ةسردمMadrasat Baghda:d （バグダッド
学派）の名のもとに統一された。バグダッド学派は、この二つの学派の理論的なさまざま
な 仮 説 を 基 礎 と し 、 そ れ ぞ れ の 異 な っ た 視 点 の 妥 協 を 目 指 し て い た 。
ةديدادغبلاAl-Baghda:dida「バグダッド派」と呼ばれたこの派の文法家たちは、アラビア
語文法のためにより科学的な基礎を打ち立てるのに成功した。彼らの研究は  نبا ليلخلا
دمحأAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・イブン・アフマド）とその弟子スィーバワ
イヒの哲学や論理の大きな影響をこうむっていた。バスラ学派とクーファ学派の影響は、
後世の研究、たとえば西暦９世紀、１０世紀の研究にも明らかに見られる。一般的に言っ
て、後のアラビア語 文法学者による業績は、二つの学派の学者たちがすでに主張してい
ことを精緻にしたり説明したりすることであったのである。 
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Tha”lab （サウラブ） 
 
 クー の学者たちは、「不規則」という概念に強い関心を抱いていた。そこでクー
ファ学派は「不規則学派」として知られるようになった。クーファ学派の学者たちはバス
ラ学派に比べるといくぶんか寛大で、必ずしも一般的ではないような用法も許容した。彼
らは حصفلاى Al-FuSha: （フスハー）「正則語」にもいろいろ異なった方言が存在してい
るのだということを初めて認めたが、それは９世紀のことであった。またクーファ学派の
学者たちは何でも分析の対象と考え、アラビア語に見られる現象のすべてを記述しようと
した。この点が二つのライバル学派のもう一つ 相違点である。というのは、バスラ学派
の学者たちが分析の対象としたのは、もっとも基本的なパターンにもとづく一般的な現象
に限られていたからである。クーファ学派の学者たちは、形式の類推の規則 りも、多く
の形式を不規則なまま分類しようとした である。 
 これら二つの学派は、言語分析のアプローチの仕方がそれぞれ異なっていた。クーファ
学派は、言語へのアプローチの方法として、純粋に「記述論的な」立場をとり、分析的な
視点からアラビア語の記述に関与した。これに対して、バスラ学派は、クーファ学派のア
プローチを「基礎的」とみなし、そのうえで「因果関係」を考慮したアプローチを要求し
たのである。このアプローチによって、バスラ学派の学者たちは、さまざまな言語現象の
原因を説明し論証しようとしたのである（Al-Halawa:ni: 1979）。 
見た目には妥協を全くゆるさないようなこの二つの学派の断絶にもかかわらず、西暦８
世紀の終わりまでに、この二つの学派は دادغب ةسردمMadrasat Baghda:d （バグダッド
学派）の名のもとに統一された。バグダッド学派は、この二つの学派の理論的 さまざま
な 仮 説 を 基 礎 と し 、 そ れ ぞ れ の 異 な っ た 視 点 の 妥 協 を 目 指 し て い た 。
ةديدادغبلاAl-Baghda:dida「バグダッド派」と呼ばれたこの派の文法家たちは、アラビア
語文法のためにより科学的な基礎を打ち立てるのに成功した。彼らの研究は  نبا ليلخلا
دمحأAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・イブン・アフマド）とその弟子スィーバワ
イヒの哲学や論理の大きな影響をこうむっていた。バスラ学派 クーファ学派 影響は、
後世の研究、たとえば西暦９世紀、１０世紀の研究にも明らかに見られる。一般的 言っ
て、後のアラビア語の文法学者による業績は、二つの学派 学者 ちがすでに主張してい
たことを精緻にしたり説明したりすることであったのである。 
 
Al-Khali:l Ibn Ahmad （ア
ル＝ハリール・イブン・アフマド）とその弟子スィーバワイヒの哲学
や論理の大きな影響をこうむっていた。バスラ学派とクーファ学派の
影響は、後世の研究、たとえば西暦 9世紀 10世紀の研究にも明ら
かに見られる。一般的に言って、後のアラビア語の文法学者による業
績は、二つの学派の学者たちがすでに主張していたことを精緻にした
り説明したりすることであったのである。
【Ⅳ】　
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 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
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  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法
Si:ba イヒ）と
 
7 
 
【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح ّ  
راندHam a:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと
も学ぶことの多かった師は دمحأ نبا ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・
イブン・アハマド）であった。彼は『アル＝キターブ（書）』の中でもっとも多く言及され
ている文法学者である。スィーバワイヒはアル＝ハリールの文法に関する意見を誠実に記
録し、それらの意見を支持するような資料を数多く引用している。 
間もなくスィーバワイヒはバスラ学派の指導者となり、アル＝ハリールが亡くなってか
らは彼の後継者として教えるようになった。スィーバワイヒの弟子には、 شفخلأا
طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフ ァシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であった め、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法
Al- ita:b
ル＝キターブ（書）』
17異文化
34
　スィーバワイヒというのは、
 
7 
 
【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィー ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと
も学ぶことの多かった師は دمحأ نبا ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・
イブン・アハマド）であった。彼は『アル＝キターブ（書）』の中でもっとも多く言及され
ている文法学者である。スィーバワイヒはアル＝ハリールの文法に関する意見を誠実に記
録し、それらの意見を支持するような資料を数多く引用している。 
間もなくスィーバワイヒはバスラ学派の指導者となり、アル＝ハリールが亡くなってか
らは彼の後継者として教えるようになった。スィーバワイヒの弟子には、 شفخلأا
طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法
 
”Amr I n ”Uthma:n Ibn Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・
カンバル）のあだ名である。彼はペルシアのシーラーズの近くにある 
 
7 
 
【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと
も学ぶことの多かった師は دمحأ نبا ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・
イブン・アハマド）であった。彼は『アル＝キターブ（書）』の中でもっとも多く言及され
ている文法学者である。スィーバワイヒはアル＝ハリールの文法に関する意見を誠実に記
録し、それらの意見を支持するような資料を数多く引用している。 
間もなくスィーバワイヒはバスラ学派の指導者となり、アル＝ハリールが亡くなってか
らは彼の後継者として教えるようになった。スィーバワイヒの弟子には、 شفخلأا
طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法
Al-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青年時代にバ
スラに出、そこで最初に 
 
7 
 
【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、  هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと
も学ぶことの多かった師は دمحأ نبا ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・
イブン・アハマド）であった。彼は『アル＝キターブ（書）』の中でもっとも多く言及され
ている文法学者である。スィーバワイヒはアル＝ハリールの文法に関する意見を誠実に記
録し、それらの意見を支持するような資料を数多く引用している。 
間もなくスィーバワイヒはバスラ学派の指導者となり、アル＝ハリールが亡くなってか
らは彼の後継者として教えるようになった。スィーバワイヒの弟子には、 شفخلأا
طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法
Fiqf （フィクフ と 
 
7 
 
【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと
も学ぶことの多かった師は دمحأ نبا ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・
イブン・アハマド）であった。彼は『アル＝キターブ（書）』の中でもっとも多く言及され
ている文法学者である。スィーバワイヒはアル＝ハリールの文法に関 意見を誠実に記
録し、それらの意見を支持するような資料を数多く引用している。 
間もなくスィーバワイヒはバスラ学派の指導者となり、アル＝ハリールが亡くなってか
らは彼の後継者として教えるようになった。スィーバワイヒの弟子には、 شفخلأا
طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法
Hadi:th （ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法
に興味をもったのは、師の 
 
7 
 
【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シア シーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと
学ぶことの多かった師は دمحأ نبا ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・
イブン・アハマド）であった。彼は『アル＝キターブ（書）』の中でもっとも多く言及され
ている文法学者である。スィーバワイヒはアル＝ハリールの文法に関する意見を誠実に記
録し、それらの意見を支持するような資料 数多く引用している。 
間もなくスィーバワイヒはバスラ学派の指導者となり、アル＝ハリールが亡くなってか
らは彼の後継者として教えるようになった。スィーバワイヒの弟子には、 شفخلأا
طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法
 
7 
 
【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カ バル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブ ・ディナール）がス ーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと
も学ぶことの多かった師は دمحأ نبا ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・
イブン・アハマド）であった。彼は『アル＝キターブ（書）』の中でもっとも多く言及され
ている文法学者であ 。スィーバワイヒはアル＝ハリールの文法に関する意見を誠実に記
録し、それらの意見を支持するような資料を数多く引用している。 
間もなくスィーバワイヒはバスラ学派の指導者となり、アル＝ハリールが亡くなってか
らは彼の後継者として教えるようになった。スィーバワイヒの弟子には、 شفخلأا
طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝ フファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そ すぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉した え」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法
Hamma:d Ibn Dina:r （ハ
ンマード・イブン・ディナール）がスィ バワ ヒのアラビア語が変
だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと
決心した。彼は 
 
7 
 
【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語 変だと指摘したこ がきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと
も学ぶことの多かった師は دمحأ نبا ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・
イブン・アハマド）であった。彼は『アル＝キターブ（書）』の中でもっとも多く言及され
ている文法学者である。スィ バワイヒはアル＝ハリールの文法に関する意見を誠実に記
録し、それらの意見を支持するような資料を数多く引用している。 
間もなくスィーバワイヒはバスラ学派の指導者となり、アル＝ハリールが亡くなってか
らは彼の後継者として教えるようになった。スィーバワイヒの弟子には、 شفخلأا
طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法
”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・イブン・
ウマル）や
 
7 
 
【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رم ”Amr Ib  ”Uth a:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマー イブン・カ バル）のあだ名である。彼はペ
シアのシーラーズ 近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師   نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィ バワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したこ がきっかけで、このときに彼は文法を研究しよう 決心 た。
彼は ىسي رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ بيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビー ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと
も学ぶことの多かった師は دمحأ نبا ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・
イブン・アハマド）であった。彼は『 ル＝キターブ（書）』の中でもっとも多く言及され
ている文法学者である。スィーバワイヒはアル＝ハリールの文法に関する意見を誠実に記
録し、それらの意見を支持するような資料を数多く引用している。 
間もなくスィーバワイヒはバスラ学派の指導者となり、アル＝ハリールが亡く ってか
らは彼の後継者として教えるようになった。スィーバワイヒの弟子には、 شفخلأا
طسولأا دعسم نبا ديع Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード イブン・ミス ダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリー の名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・
ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっとも学ぶことの多かっ
た師は 
 
7 
 
【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユ ニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと
も学ぶことの多かった師は دمحأ نبا ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・
イブン・アハマド）であった。彼は『アル＝キターブ（書）』の中でもっとも多く言及され
ている文法学者である。スィーバワイヒはアル＝ハリールの文法に関する意見を誠実に記
録し、それらの意見を支持するよう 資料を数多く引用している。 
間もなくスィーバワイヒはバスラ学派の指導者となり、アル＝ハリールが亡くなってか
らは彼の後継者として教えるようになった。スィーバワイヒの弟子には、 شفخلأا
طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法
Al-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・
イブン・アハマド）であった。彼は『アル＝キターブ（書）』の中でもっ
とも多く言及されている文法学者である。スィ バワイヒはアル＝ハ
リールの文法に関 意見を誠実に記録し、それらの意見を支持する
ような資料を数多く引用している。
　間もなくスィーバワイヒはバスラ学派の指導者となり、アル＝ハ
リールが亡くなってからは彼の後継者として教えるようになった。
スィーバワイヒの弟子には、
 
7 
 
【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと
も学ぶことの多かった師は دمحأ نبا ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・
イブン・アハマド）であった。彼は『アル＝キターブ（書）』の中でもっとも多く言及され
ている文法学者である。スィーバワイヒはアル＝ハリールの文法に関する意見を誠実に記
録し、それらの意見を支持するような資料を数多く引用している。 
間もなくスィーバワイヒはバスラ学派の指導者となり、アル＝ハリールが亡くなってか
らは彼の後継者として教えるよう なった。スィーバワイヒの弟子には、 شفخلأا
طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であった め、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法
 
7 
 
【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と اتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワ ヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバ ）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا س وي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと
も学ぶことの多か 師は دمحأ نبا ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・
イブン・アハマド）であった。彼は『アル＝キターブ（書）』の中でもっとも多く言及され
ている文法学者である。スィーバワイヒはアル＝ハリールの文法に関する意見を誠実に記
録し、それらの意見を支持するような資料を数多く引用している。 
間もなくスィーバワイヒはバスラ学派の指導者となり、アル＝ハリールが亡くなってか
らは彼の後継者として教えるようになった。スィーバワイヒの弟子には、 شفخلأا
طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キタ ブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法
Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシュ・アル＝ア
17異文化
35
ウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や 
 
7 
 
【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと
も学ぶことの多かった師は دمحأ نبا ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・
イブン・アハマド）であった。彼は『アル＝キターブ（書）』の中でもっとも多く言及され
ている文法学者である。スィーバワイヒはアル＝ハリールの文法に関する意見を誠実に記
録し、それらの意見を支持するような資料を数多く引用している。 
間もなくスィーバワイヒはバスラ学派の指導者となり、アル＝ハリールが亡くなってか
らは彼の後継者として教えるようになった。スィーバワイヒの弟子には、 شفخلأا
طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法
Qutrub （クトゥルブ）
たちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始め
たのはアル＝ハリールの死後であったため、アル＝ハリールの名前の
たびに、そのすぐ後ろに 
 
7 
 
【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと
も学ぶことの多かった師は دمحأ نبا ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・
イブン・アハマド）であった。彼は『アル＝キターブ（書）』の中でもっとも多く言及され
ている文法学者である。スィーバワイヒはアル＝ハリールの文法に関する意見を誠実に記
録し、それらの意見を支持 ような資料を数多く引用している。 
間もなくスィーバワイヒはバスラ学派の指導者となり、アル＝ハリールが亡くなってか
らは彼の後継者として教えるようになった。スィーバワイヒの弟子には、 شفخلأا
طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法
 
7 
 
【Ⅳ】 هيوبيسSi:bawayh（スィーバワイヒ）と باتكلاAl-Kita:b『アル＝キターブ（書）』 
スィーバワイヒというのは、ربنق نبا نامثع نبا رمع”Amr Ibn ”Uthma:n Ibn 
Qanbar （アムル・イブン・ウスマーン・イブン・カンバル）のあだ名である。彼はペル
シアのシーラーズの近くにある ةديبلاAl-Bayda （アル＝バイダ）という村で生まれた。青
年時代にバスラに出、そこで最初に هقفFiqf （フィクフ）「イスラム法」と ثيدحHadi:th 
（ハディース）「預言者の言行」を学んだ。彼が文法に興味をもったのは、師の  نبا دا مح     ّ  
راندHamma:d Ibn Dina:r （ハンマード・イブン・ディナール）がスィーバワイヒのアラ
ビア語が変だと指摘したことがきっかけで、このときに彼は文法を研究しようと決心した。
彼は ىسيع رمع نبا ”I:sa Ibn ”umar （イーサ ・ーイブン・ウマル）やبيبح نبا سنوي 
Yu:nis Ibn Habi:b （ユーニス・イブン・ハビーブ）たちのもとで研鑽を積んだが、もっと
も学ぶことの多かった師は دمحأ نبا ليلخلاAl-Khali:l Ibn Ahmad （アル＝ハリール・
イブン・アハマド）であった。彼は『アル＝キターブ（書）』の中でもっとも多く言及され
ている文法学者である。スィーバワイヒはアル＝ハリールの文法に関する意見 誠実に記
録し、それらの意見を支持するような資料を数多く引用している。 
間もなくスィーバワイヒはバスラ学派の指導者となり、アル＝ハリールが亡くなってか
らは彼の後継者として教えるようになった。スィーバワイヒの弟子には、 شفخلأا
طسولأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝アフファシ
ュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）や برتقQutrub （クトゥルブ）た
ちがいた。スィーバワイヒが『アル＝キターブ（書）』を書き始めたのはアル＝ハリールの
死後であったため、アル＝ハリールの名前のたびに、そのすぐ後ろに   همحر
  ّﷲRaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名
の後ろに使われるきまり文句が置かれる。 
スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に取れるアラビア語文法
RaHima-hu Al-la:h（ラヒマフッ
ラー）「アッラーよ、彼を嘉したまえ」という死者の名の後ろに使わ
れるきまり文句が置かれる。
　スィーバワイヒの『アル＝キターブ（書）』は、我々がすぐに手に
取れるアラビア語文法書としては、もっとも早くから存在する総合的
な文法書であり、すべての伝統はこの書を基礎にしている。この文法
書は西暦 8世紀の中頃に書かれたが、この書ができあがったことによ
り、イスラーム世界全体におけるアラビア語分析の基礎がうち立てら
れたのである。
　『アル＝キターブ（書）』は、また、西洋世界とアラブ世界の双方に
とってずっと研究の対象となってきた。この書の性格や書いてあるこ
とばは、スィーバワイヒがこの世を去った後の研究の性格を決定した。
つまりそれらというのは、解釈であったり注釈の形をとったもので
あったのである。また、それらの研究のほとんどは、スィーバワイヒ
の弟子の
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書としては、もっとも早くから存在する総合的な文法書であり、すべての伝統はこの書を
基礎にしている。この文法書は西暦８世紀の中頃に書かれたが、この書ができあがったこ
とにより、イスラーム世界全体におけるアラビア語分析の基礎がうち立てられたのである。 
『アル＝キターブ（書）』は、また、西洋世界とアラブ世界の双方にとってずっと研究の
対象となってきた。この書の性格や書いてあることばは、スィーバワイヒがこの世を去っ
た後の研究の性格を決定し 。つまりそれらというのは、解釈であったり注釈の形をとっ
たものであったのである。また、それらの研究のほとんどは、スィーバワイヒの弟子の
طسولأا شفخلأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝ア
フファシュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）が著したものであった。ス
ィーバワイヒの没後、『アル＝キターブ（書）』について解釈できるのはこの弟子だけだっ
たのである。 دايزلا قاحسإ وباAbu: IsHa:q Al-Ziya:di （アブー・イスハーク・アル＝
ズィヤーディ）は 『アル＝キターブ（書）』について初めて解釈を試みた。彼が著した  حرش
هيوبيس باتكSharh Kita:b Si:bawayh（シャルフ・キターブ・スィーバワイヒ）『シーバ
ワイヒのキターブ「書」の解説』は 『アル＝キターブ（書）』の第一次資料として、我々
が今現在参照できるほとんど唯一の文献である。 
後の研究は、取り扱う範囲としては独自のものを目指してはいるが、本質的にそんなに
は相違は見られない。それらの研究の中には、文の構造、形態的パターン、類推のパター
ン、 『アル＝キターブ（書）』に引用されている例文等、関連のあるさまざまな様相を扱
っているものがある。 
『アル＝キターブ（書）』は、アラブ世界のみならず西洋においても同様に、研究のため
の主題として新たな関心を引き続けている。これらの研究の中には、数は少ないが、スィ
ーバワイヒによる文法の取り扱いと現代の言語学者たちによる文法の取り扱いとが似てい
るという点を扱ったものがある。 
『アル＝キターブ（書）』を読んでまず驚くのは、この書自体の書名がないことである。
おそらくスィーバワイヒの死が突然であったために『アル＝キターブ（書）』という名前が
ついた、というのがもっともらしい説明である。『アル＝キターブ（書）』というのはアラ
ビア語で「書」という意味であるが、この書名は طسولأا شفخلأا Al-Akhfash Al-Awsat 
（アル＝アフファシュ・アル＝アウサト）がスィーバワイヒの著作につけた名前である。
彼はスィーバワイヒが亡くなった後、自身がスィーバワイヒの著作を教えたり解説したり
するために、この師の業績を取っておいたのである。けれども、バスラ学派にとって 『ア
ル＝キターブ（書）』が重要であったために、『アル＝キターブ（書）』といえばスィーバワ
Al-Akhfash Al-Awsat 
Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝ フファシュ・アル＝アウサト・サイード・
イブン・ミスイダ）が著したものであった。スィーバワイヒの没後、『ア
ル＝キターブ（書）』について解釈できるのはこの弟子だけだったの
である。
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書としては、もっとも早くから存在する総合的な文法書であり、すべての伝統はこの書を
基礎にしている。この文法書は西暦８世紀の中頃に書かれたが、この書ができあがったこ
とにより、イスラーム世界全体におけるアラビア語分析の基礎がうち立てられたのである。 
『アル＝キターブ（書）』は、また、西洋世界とアラブ世界の双方にとってずっと研究の
対象となってきた。この書の性格や書いてあることばは、スィーバワイヒがこの世を去っ
た後の研究の性格を決定した。つまりそれらというのは、解釈であったり注釈の形をとっ
たものであったのである。また、それらの研究のほとんどは、スィーバワイヒの弟子の
طسولأا شفخلأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝ア
フファシュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミス ダ）が著したものであった。ス
ィーバワイヒの没後、『アル＝キターブ（書）』について解釈できるのはこの弟子だけだっ
たのである。 دايزلا قاحسإ وباAbu: IsHa:q Al-Ziya:di （アブー・イスハーク・アル＝
ズィヤーディ）は 『アル＝キターブ（書）』について初めて解釈を試みた。彼が著した  حرش
هيوبيس باتكSharh Kita:b Si:bawayh（シャルフ・キターブ・スィーバワイヒ）『シーバ
ワイヒのキターブ「書」の解説』は 『アル＝キターブ（書）』の第一次資料として、我々
が今現在参照できるほとんど唯一の文献である。 
後の研究は、取り扱う範囲としては独自のものを目指してはいるが、本質的にそんなに
は相違は見られない。それらの研究の中には、文の構造、形態的パターン、類推のパター
ン、 『アル＝キターブ（書）』に引用されている例文等、関連のあるさまざまな様相を扱
っているものがある。 
『アル＝キターブ（書）』は、アラブ世界のみならず西洋においても同様に、研究のため
の主題として新たな関心を引き続けている。これらの研究の中には、数は少ないが、スィ
ーバワイヒによる文法の取り扱いと現代の言語学者たちによる文法の取り扱いとが似てい
るという点を扱ったものがある。 
『アル＝キターブ（書）』を読んでまず驚くのは、この書自体の書名がないことである。
おそらくスィーバワイヒの死が突然であったために『アル＝キターブ（書）』という名前が
ついた、というのがもっともらしい説明である。『アル＝キターブ（書）』というのはアラ
ビア語で「書」という意味であるが、この書名は طسولأا شفخلأا Al-Akhfash Al-Awsat 
（アル＝アフファシュ・アル＝アウサト）がスィーバワイヒの著作につけた名前である。
彼はスィーバワイヒが亡くなった後、自身がスィーバワイヒの著作を教えたり解説したり
するために、この師の業績を取っておいたのである。けれども、バスラ学派にとって 『ア
ル＝キターブ（書）』が重要であったために、『アル＝キターブ（書）』といえばスィーバワ
Abu: IsHa:q Al-Ziya:di （アブ ・ーイスハー
ク・アル＝ズィヤーデ は 『 （書）』について初め
17異文化
36
て解釈を試みた。彼が著した 
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書としては、もっとも早くから存在する総合的な文法書であり、すべての伝統はこの書を
基礎にしている。この文法書は西暦８世紀の中頃に書かれたが、この書ができあがったこ
とにより、イスラーム世界全体におけるアラビア語分析の基礎がうち立てられたのである。 
『アル＝キターブ（書）』は、また、西洋世界とアラブ世界の双方にとってずっと研究の
対象となってきた。この書の性格や書いてあることばは、スィーバワイヒがこの世を去っ
た後の研究の性格を決定した。つまりそれらというのは、解釈であったり注釈の形をとっ
たものであったのである。また、それらの研究のほとんどは、スィーバワイヒの弟子の
طسولأا شفخلأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝ア
フファシュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）が著したものであった。ス
ィーバワイヒの没後、『アル＝キターブ（書）』について解釈できるのはこの弟子だけだっ
たのである。 دايزلا قاحسإ وباAbu: IsHa:q Al-Ziya:di （アブー・イスハーク・アル＝
ズィヤーディ）は 『アル＝キターブ（書）』について初めて解釈を試みた。彼が著した  حرش
هيوبيس باتكSharh Kita:b Si:bawayh（シャルフ・キターブ・スィーバワイヒ）『シーバ
ワイヒのキターブ「書」の解説』は 『アル＝キターブ（書）』の第一次資料として、我々
が今現在参照できるほとんど唯一の文献である。 
後の研究は、取り扱う範囲としては独自のものを目指してはいるが、本質的にそんなに
は相違は見られない。それらの研究の中には、文の構造、形態的パターン、類推のパター
ン、 『アル＝キターブ（書）』に引用されている例文等、関連のあるさまざまな様相を扱
っているものがある。 
『アル＝キターブ（書）』は、アラブ世界のみならず西洋においても同様に、研究のため
の主題として新たな関心を引き続けている。これらの研究の中には、数は少ないが、スィ
ーバワイヒによる文法の取り扱いと現代の言語学者たちによる文法の取り扱いとが似てい
るという点を扱ったものがある。 
『アル＝キターブ（書）』を読んでまず驚くのは、この書自体の書名がないことである。
おそらくスィーバワイヒの死が突然であったために『アル＝キターブ（書）』という名前が
ついた、というのがもっともらしい説明である。『アル＝キターブ（書）』というのはアラ
ビア語で「書」という意味であるが、この書名は طسولأا شفخلأا Al-Akhfash Al-Awsat 
（アル＝アフファシュ・アル＝アウサト）がスィーバワイヒの著作につけた名前である。
彼はスィーバワイヒが亡くなった後、自身がスィーバワイヒの著作を教えたり解説したり
するために、この師の業績を取っておいたのである。けれども、バスラ学派にとって 『ア
ル＝キターブ（書）』が重要であったために、『アル＝キターブ（書）』といえばスィーバワ
 
8 
 
書としては、もっとも早くから存在する総合的な文法書であり、すべての伝統はこの書を
基礎にしている。この文法書は西暦８世紀の中頃に書かれたが、この書ができあがったこ
とにより、イスラーム世界全体におけるアラビア語分析の基礎がうち立てられたのである。 
『アル＝キターブ（書）』は、また、西洋世界とアラブ世界の双方にとってずっと研究の
対象となってきた。この書の性格や書いてあることばは、スィーバワイヒがこの世を去っ
た後の研究の性格を決定した。つまりそれらというのは、解釈であったり注釈の形をとっ
たものであったのである。また、それらの研究のほとんどは、スィーバワイヒの弟子の
طسولأا شفخلأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝ア
フファシュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）が著したものであった。ス
ィーバワイヒの没後、『アル＝キターブ（書）』について解釈できるのはこの弟子だけだっ
たのである。 دايزلا قاحسإ وباAbu: IsHa:q Al-Ziya:di （アブー・イスハーク・アル＝
ズィヤーディ）は 『アル＝キターブ（書）』について初めて解釈を試みた。彼が著した  حرش
هيوبيس باتكSharh Kita:b Si:bawayh（シャルフ・キターブ・スィーバワイヒ）『シーバ
ワイヒのキターブ「書」の解説』は 『アル＝キターブ（書）』の第一次資料として、我々
が今現在参照できるほとんど唯一の文献である。 
後の研究は、取り扱う範囲としては独自のものを目指してはいるが 本質的にそんなに
は相違は見られない。それらの研究の中には、文の構造、形態的パターン、類推のパター
ン、 『アル＝キターブ（書）』に引用されている例文等、関連のあるさまざまな様相を扱
っているものがある。 
『アル＝キターブ（書）』は、アラブ世界のみならず西洋においても同様に、研究のため
の主題として新たな関心を引き続けている。これらの研究の中には、数は少ないが、スィ
ーバワイヒによる文法の取り扱いと現代の言語学者たちによる文法の取り扱いとが似てい
るという点を扱ったものがある。 
『アル＝キターブ（書）』を読んでまず驚くのは、この書自体の書名がないことである。
おそらくスィーバワイヒの死が突然であったために『アル＝キターブ（書）』という名前が
ついた、というのがもっともらしい説明である。『アル＝キターブ（書）』というのはアラ
ビア語で「書」という意味であるが、この書名は طسولأا شفخلأا Al-Akhfash Al-Awsat 
（アル＝アフファシュ・アル＝アウサト）がスィーバワイヒの著作につけた名前である。
彼はスィーバワイヒが亡くなった後、自身がスィーバワイヒの著作を教えたり解説したり
するために、この師の業績を取っておいたのである。けれども、バスラ学派にとって 『ア
ル＝キターブ（書）』が重要であったために、『アル＝キターブ（書）』といえばスィーバワ
Sh rh Kita:b 
Si:bawayh（シャルフ・キターブ・スィーバワイヒ）『シーバワイヒの
キターブ「書」の解説』は 『アル＝キターブ（書）』の第一次資料と
して、我々が今現在参照できるほとんど唯一の文献である。
　後の研究は、取り扱う範囲としては独自のものを目指してはいるが、
本質的にそんなには相違は見られない。それらの研究の中には、文の
構造、形態的パターン、類推のパタ  『アル＝キ ブ（書）』に
引用されている例文等、関連のあ を扱っているもの
がある。
　『アル＝キターブ（書）』は、アラブ世界のみならず西洋においても
同様に、研究のための主題として新たな関心を引き続けている。これ
らの研究の中には、数は少ないが、スィーバワイヒによる文法の取り
扱いと現代の言語学者たちによる文法の取り扱いとが似ているという
点を扱ったものがある。
　『アル＝キターブ（書）』を読んでまず驚くのは、この書自体の書名
がないことである。おそらくスィーバワイヒの死が突然であったため
に『アル＝キターブ（書）』という名前がついた、というのがもっと
もらしい説明である。『アル＝キターブ（書）』というのはアラビア語
で「書」という意味であるが、この書名は
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書としては、もっとも早くから存在する総合的な文法書であり、すべての伝統はこの書を
基礎にしている。この文法書は西暦８世紀の中頃に書かれたが、この書ができあがったこ
とにより、イスラーム世界全体におけるアラビア語分析の基礎がうち立てられたのである。 
『アル＝キターブ（書）』は、また、西洋世界とアラブ世界の双方にとってずっと研究の
対象となってきた。この書の性格や書いてあることばは、スィーバワイヒがこの世を去っ
た後の研究の性格を決定した。つまりそれらというのは、解釈であったり注釈の形をとっ
たものであったのである。また、それらの研究のほとんどは、スィーバワイヒの弟子の
طسولأا شفخلأا دعسم نبا ديعس Al-Akhfash Al-Awsat Sa”i:d Ibn Mis”ida （アル＝ア
フファシュ・アル＝アウサト・サイード・イブン・ミスイダ）が著したものであった。ス
ィーバワイヒの没後、『アル＝キターブ（書）』について解釈できるのはこの弟子だけだっ
たのである。 دايزلا قاحسإ وباAbu: IsHa:q Al-Ziya:di （アブー・イスハーク・アル＝
ズィヤーディ）は 『ア ＝キターブ（書）』について初めて解釈を試みた。彼が著した  حرش
هيوبيس باتكSharh Kita:b Si:bawayh（シャルフ・キターブ・スィーバワイヒ）『シーバ
ワイヒのキターブ「書」の解説』は 『アル＝キターブ（書）』の第一次資料として、我々
が今現在参照できるほとんど唯一の文献である。 
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イヒの「書」をさすことになったのである。そして、原資料に言及するときに  نارف أرق
باتكلاqara’a fula:nun Al-Kita:b （カラア・フラーヌン・アル＝キターブ：「書」にそう書
いてある）と付け加えると、この「書」が スィーバワイヒの 『アル＝キターブ（書）』を
さすことはだれにも明らかであるようになったのである。 
現代の書籍とは異なり、『アル＝キターブ（書）』には序論もなければ結論もない。スィ
ーバワイヒはまず ملاكKala:m（話）の要素の単位を مسإIsm （イスム：名詞類）、 لعفFi”l 
（フィウル：動詞類）、 فرحHarf （ハルフ：不変化詞類）に分類し、 وحنNaHw （ナ
フウ：統辞論）から説き始め音韻論で終えている。この構成のために、たとえば Jahn(1985)
のような学者が、アラビア語文法学者は音韻論が最後に来ると指摘することになった。ヨ
ーロッパの文法学者は、反対に、音韻論がおそらくもっとも難解であるからとして、音韻
論から議論を始めるのが常であったのである。 
『アル＝キターブ（書）』の構成は、スィーバワイヒが第一に興味をもっていたのが統辞
論であったということの反映ではなかったかと思わせる（Abu: Mansour & Abu: 
Mansour(1984)）。 アル＝ハリールが統辞論よりも音韻論にもとづいた文法論議を好んだ
のとは異なり、スィーバワイヒは、音韻論を扱うのは統辞論について詳しく論じた後のこ
とであるとし、統辞論の諸相を解説してから他の文法レベルに言及したのである。この事
実は、我々がくだす『アル＝キターブ（書）』の評価になんら影響を与えるものではない。
扱っている範囲が広いこと、扱いの方法、また資料が精密であること等が、『アル＝キター
ブ（書）』をしてもっとも価値あるアラビア語の文法書たらしめているのである（この詳細
に関しては Abu:  Mansour & Abu: Mansour(1984)を参照されたい）。 
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のような学者が、アラビア語文法学者は音韻論が最後に来ると指摘すること なった。ヨ
ーロッパの文法学者は、反対に、音韻論がおそらくもっとも難解であるからとして、音韻
論から議論を始めるのが常であったのである。 
『アル＝キターブ（書）』の構成は、スィーバワイヒが第一に興味をもっていたのが統辞
論であったということの反映ではなかったかと思わせる（Abu: Mansour & Abu: 
Mansour(1984)）。 アル＝ハリールが統辞論よりも音韻論にもとづいた文法論議を好んだ
のとは異なり、スィーバワイヒは、音韻論を扱うのは統辞論について詳しく論じた後のこ
とであるとし、統辞論の諸相を解説してから他の文法レベルに言及したのである。この事
実は、我々がくだす『アル＝キターブ（書）』の評価になんら影響を与えるものではない。
扱っている範囲が広いこと、扱いの方法、また資料が精密であること等が、『アル＝キター
ブ（書）』をしてもっとも価値あるアラビア語の文法書たらしめているのである（この詳細
に関しては Abu:  Mansour & Abu: Mansour(1984)を参照されたい）。 
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訳者あとがき
　本稿は Anas Hasan Abu: Mansour が 1986年にフロリダ大学に提出し
た 博 士 論 文、『A Functional Analysis of Sentence Structure in Standard 
ARABIC : A Three-level Approach.』 の 第 二 章「Traditional Arab 
Grammarians（伝統的アラビア語学者たち）」の部分（このタイトルの
章は pp.51-92であるが、そのうちの前半 p.62まで）を訳したもので
ある。
　アラビア語の文法学者について日本語で読める紹介は、クリステ
ヴァ『ことば、この未知なるもの』（国文社）の部分等いくつかの例
外を除けばあまりにも少ない。そこにこの論文の紹介の意味もあろう
と考えられるのだが、アブー・マンスールの論文は、一読して明らか
なように、あまりにも概観にすぎるとの批判もあるかもしれない。
　翻訳は、できる限り原文に忠実にと心掛けたが、一部かえって本文
よりも詳しく解説的に訳した部分もある。たとえば「Kala:m（話）」
を「Ism（名詞類）」、「Fi”l（動詞類）」、「Harf（不変化詞類）」という
部分の原文は、「speech」を「nouns」、「verbs」、「particles」に分類する
という表現がしてあったのだが、Si:bawayh（スィーバワイヒ）の Al-
Kita:b『アル＝キターブ（書）』の原文にあわせて伝統的アラビア語文
法の術語を使用した。また原文では人名のいくつかの表記に統一が見
られないものがあったが、気がついた範囲で修正しておいた。
　また、アラビア語の定冠詞「Al-」は、そのあとに続く名詞の最初
の音によって、そのまま「Al-（アル）」と発音されたり、同化して二
重子音になったりする。本稿では、「アッドゥアリ」と「ラヒマフッラー」
は二重子音になった発音を採用し、他は「Al-（アル＝）」と表記した。
　文中に出てきた『アインの書』等については【付録】の文献表を参
照されたい。
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 （1988年 8月 1日初稿、2015年 5月 7日改稿）
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文献【付録】
　アラビア語に関して日本語で書かれた文法書や入門書は、江村 (2015)「アラビ
ア語学習者のために」にあげておいたので、参照されたい。
ここではやや専門的と思われる文献をリストアップしたが、もとより網羅的なも
のではなく、たまたま筆者の手元にあるものを心覚えのためにリストにしたもの
であり、いわば筆者自身のための文献表であることをお断りしておきたい。
　網羅的な文献表については、筆者がお世話になった文献表があるので以下にあ
げる。少々古くなったが、今でも有効であろうと思う。
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Frajzyngier, Zygmunt & Erin Shay (Edited)(2012)『The Afroasiatic Languages』Cambridge 
University Press
の巻末（pp.628-675）にある Bibliographyも、最新の情報を伝えてくれているので、
これらを参考にされたい。
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